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巻頭言 

岐阜県立恵那高等学校 

校長 岩木 隆義 

 

本校は，大正 11（1922）年に創立され，今年で創立 100 周年を迎えた歴史と伝統ある学校で，校

訓「質実剛健」「自重自治」のもと，恵那地区の中心校として地域のリーダーの育成を図り，数多

くの優秀な人材を輩出してきました。昭和 45 年には理数科が設置され，地域のみならず県下の理

数教育をリードし，平成 16 年に文部科学省よりスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の指

定を受けてからは，昨年度までの通算 18 年間，科学技術人材育成，さらには国際社会にも貢献す

る人材の育成に大きな役割を果たしてきました。今年度は，第Ⅳ期の経過措置（２年間）の指定を

受けての１年目となり，これまで本校が蓄積してきた実績とそのノウハウを継承しながら，事業を

継続して実施しているところです。 

これまでのＳＳＨ校としての取組においては，「課題研究」や「総合的な学習の時間」の学習を

とおして，理数科は「課題研究発表会」，普通科は「生き方我が道発表会」を実施し，自ら学び自

ら考える力を育てる学習，すなわち探究型学習に力を入れてきました。理数科と普通科では探究の

視点に多少違いはありますが，このような全校での探究型学習への取組は，生徒を主体に考え，あ

らゆる機会で生徒が活躍できる場面を設け，自ら課題を見つけ，自ら解決していく力を付け，個々

の能力を最大限に伸ばし，地域で貢献する人材は勿論のこと，世界規模で物事を考え，国際社会で

活躍できる人材の育成にも繋がる取組であると思っています。特に，理数科の課題研究は探究型学

習の中心であり，第Ⅰ期から，大学や企業との連携，主体的なテーマ設定，探究プロセスの繰り返

しというような過程を経て，現在までその内容は年々充実したものとなり，校内の指導体制も確立

していることから，課題研究の質も確実に高まってきています。今年度の校内の課題研究発表会で

は，運営指導委員の先生方からも高い評価をいただくことができました。 

また，新型コロナウイルス感染症の拡大により中止もしくは代替を余儀なくされた事業も，感染

防止対策を徹底する中で徐々に事業を再開できたのは喜ばしいことでした。特に宿泊を伴う事業で

ある，福井県で実施する臨海実習「ＳＳセミナー（７月）」や，つくば学園都市での「つくばサイ

エンスツアー（１月）」も予定通りに実施することができ，有意義な研修ができました。 

さらに，現在のこのコロナ禍で始めた事業として，世界や日本で活躍する人材によるＩＣＴを活

用したオンライン講座「Web Enabled seminar」を昨年度から実施していますが，今年度は「Web 

Enabled Atelier」と名称変更するとともに，限定的だった参加案内を県内のすべての高等学校に

広く発信することにしました。また，本校生徒と地域の小中学生が，合同で課題研究と自由研究を

発表する「サイエンスパーク」や，地域の小中学校の教員を対象として行う「理科実験指導講座」

も年々充実した内容で実施できており，地域における理数系教育の核としての役割も担いながら，

ＳＳＨ事業の普及と広報にも積極的に取り組んでいます。 

来年度は第Ⅳ期の経過措置の２年目であり，いよいよＳＳＨ事業を今後どう継続していくのかと

いう本校の方向性を決めなくてはなりません。第Ⅴ期の指定を目指すのか，認定枠としてＳＳＨ事

業の継続を目指すのかをⅤ期申請時における指摘事項と運営指導委員会の助言を踏まえながら，今

後の方向性についてしっかりと検討していきたいと思っています。 

最後になりましたが，文部科学省，国立研究開発法人科学技術振興機構，岐阜県教育委員会，大

学をはじめとする教育研究機関や研究者の皆様，ＳＳＨ運営指導委員の皆様からご支援とご助言を

いただいておりますことに改めて御礼申し上げ，巻頭の挨拶とさせていただきます。 
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別紙様式１－１ 
岐阜県立恵那高等学校 指定第Ⅳ期目 04～05 

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  

 主体的な問題発見能力，科学的思考力と国際性を備えた科学技術系人材の育成 
 ② 研究開発の概要  

（１）「課題研究」 
第１学年におけるミニ課題研究と，主体的なテーマ設定に基づく３年間の系統的な課題研究を実

施した。同時にルーブリックを用いた活動評価を行い，問題発見能力，問題解決能力の育成と，科学

的探究力の定着を目指した。 
 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」： 論理的思考力の育成 
論理的思考の構造を学び，小論文と日本語ディベート，英語プレゼンテーションを実施した。これ

らをとおして，論理的思考力，論理的表現力を育成し，探究のスキルの向上を目指した。 
 

（３）「スーパーサイエンスＲ」： 問題を見つけ興味・関心を深める活動 
科学講演会，施設研修，野外実習，大学・研究所との連携講座，海外研修を理数科及び全校生徒を

対象に実施し，自然と科学技術に対する興味・関心と探究活動への意欲を高めること，問題発見能

力，社会性，国際性を育成することを目指した。 

 ③ 令和４年度実施規模  

課程（全日制） 

 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 実施規模 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

理数科６クラスの

生徒全員を主対象

とする。課題研究

は普通科の生徒を

加え全校で実施。

普通科 120 3 119 4 117 4 356 11 

理系 - - 59 2 61 2 120 4 

 文系 - - 60 2 56 2 116 4 

 理数科 80 2 83 2 75 2 238 6 

 課程ごとの

計 200 5 202 6 192 6 594 17 
 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第１年次 

(平成 29年度) 

（１）課題研究 
・３年間を通した系統的な指導方法を実践し改善 
・地域におけるフィールドワークの実施方法の策定 
・普通科探究活動の推進，特に理系ゼミの実験・観察指導の体制の構築 
・活動，発表，論文作成をとおして身に付けたい力を評価するルーブリックづ
くり 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
・日本語ディベートの指導内容と指導方法，評価の実践と改善 

（３）「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
・課題研究の成果の普及 
・科学系コンテストへの参加 
・海外研修の内容と実施方法の改善 
・在日外国人研究者と連携した講座，課題研究発表会の実施 

（４）通常授業における授業改善 
・理数系教科によるＡＬ型，探究型公開授業の実施 
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第２年次 

(平成 30年度) 

（１）課題研究 
・地域におけるフィールドワークの実施と評価方法の策定 
・ルーブリックの運用と改善，普及 
・リケジョ育成の支援 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
・日本語ディベートの指導内容と指導方法，評価の実践と改善 

（３）「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
・地域の小中学生向けの探究講座の実施と拡充 
・地域の大学，研究施設と連携した科学講座の実施 
・恵那地球塾(海外留学制度)の整備：長期１年間，中期３か月，短期３日間（国
内留学体験） 

・恵那田舎塾：全校生徒対象の「地域課題発見」プログラムの実施 
（４）通常授業における授業改善 
・理数系教科によるＡＬ型，探究型公開授業の実施 

第３年次 

(令和元年度) 

（１）課題研究 
・地域におけるフィールドワークの試行と検証，改善 
・県内の他のＳＳＨ校と連携した課題研究，研究発表会の実施 
・ルーブリックの運用と改善，普及 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
・日本語ディベートの指導内容と指導方法，評価の実践と改善 
・第２学年「科学の手法の実践」における普通科との連携 

（３）「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
・地域の小学校・中学校と連携した，自由研究発表交流会の実施 
・恵那地球塾：第１期生の派遣 
・恵那田舎塾：地域課題の発見を目指す多様な講座を展開 

第４年次 

(令和２年度) 

前年度までの授業実践や成果の検証を踏まえ，改善を加えて研究実践を行った。
地域の小中学生や県内の高等学校への成果の普及や連携の拡大を図った。 
（１）課題研究 
・地域におけるフィールドワークにつながる課題の設定，評価，改善 
・県指定理数教育フラッグシップハイスクールとの合同課題研究発表会の実施
・ルーブリックの運用と改善，普及 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
・日本語ディベートの指導内容と指導方法，評価の実践と改善 
・第２学年「科学の手法の実践」における普通科との連携 

（３）「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
・地域の小学校・中学校と連携した，自由研究発表交流会の実施（２回目） 
・恵那地球塾：第２期生の派遣 
・恵那田舎塾：地域課題の発見を目指す多様な講座を継続して展開 

第５年次 

(令和３年度) 

第４年次までの取組と成果の検証を踏まえ，改善を加えて研究開発を行うととも
に，５年間の研究実践の成果の普及を図り，継続的な普及体制の構築を開始した。

経過措置 

第１年次 

(令和４年度) 

継続する学校設定科目・事業等について，課題等を踏まえて改善を図った。 
（１）課題研究 
・オンラインを活用した研究，発表活動の推進 
・県内の他のＳＳＨ校と連携した課題研究，研究発表会の実施 
・ルーブリックの運用と改善，普及 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
・日本語ディベートの指導内容と指導方法，評価の実践と改善 

（３）「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
・地域の小学校・中学校と連携した，自由研究発表交流会の参加対象の拡大 
・恵那地球塾：第４期生の派遣 
・Web Enabled Atelier 対象を岐阜県内全高等学校として実施。 

（４）地域・他校種へ成果を普及する探究学習支援システムの構築 
・地域の中学生，理科教員と作る探究学習支援ネットワークの始動 
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○教育課程上の特例 

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

○具体的な研究事項・活動内容 
（１）「課題研究」 
・第１学年における系統的なテーマ設定の指導，第２学年における本格的な課題研究の実施と外部
発表，第３学年における主体的な外部発表を伴う課題研究 

・ルーブリックを用いた活動評価（課題研究の活動評価，論文の相互評価） 
・普通科における探究活動 

（２）学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」： 論理的思考力の育成 
・論理的思考の基礎（三角ロジック）→ディベート→プレゼンテーションのプロセスを体験 
・論理的思考の構造を学び，実践の繰り返しによる手法の習得，普通科への普及 
・外国の若手研究者を招いた分科会型講演や課題研究の英語プレゼンテーション，質疑応答 

（３）「スーパーサイエンスＲ」： 問題を見つけ興味・関心を深める活動 
・理数科学探究講座：理数科を対象とした，講演会，施設研修，課外における野外実習 
・サイエンスカフェ：全校生徒を対象とした，大学・研究所との連携講座 
・サイエンスツアー：全校生徒を対象とした，研究施設・科学館等における研修 
・科学系部活動の活性化：科学技術に関する探究活動及び研究発表，科学オリンピックへの参加
・恵那地球塾（留学生支援システム），恵那田舎塾（地域で活躍する人材による講演会）の開講，
ウェブ講座の新規開講 

・地域・他校種へ成果を普及する探究学習支援システムの構築 

①令和２年度及び令和３年度入学生 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 
対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

理数科 理数・スーパーサイエンスＬ １ 社会と情報 １ 第１学年 

理数科 理数・課題研究 １ 総合的な学習の時間 １ 第１学年 

理数科 理数・スーパーサイエンスＬ １ 社会と情報 １ 第２学年 

理数科 理数・課題研究 １ 総合的な学習の時間 １ 第２学年 

理数科 理数・課題研究 １ 総合的な探究の時間 １ 第３学年 

②令和４年度入学生 

学科・ 
コース 

開設する 
教科・科目等 

代替される 
教科・科目等 対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

理数科 理数・課題研究Ⅰ １ 
総合的な探究の時間 
理数探究 

１ 第１学年 

理数科 理数・課題研究Ⅱ １ 
総合的な探究の時間 
理数探究 

１ 第２学年 

学科 
第 1 学年 第２学年 第３学年 

対象 
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

理数科 

課題研究Ⅰ １ 課題研究 １ 課題研究 １ 
理数科 
全員 

スーパーサイ
エンスＬ 

１ 
スーパーサイ
エンスＬ 

１   

普通科 
理系 総合的な探究 

の時間 
１ 

総合的な探究
の時間 

１ 
総合的な探究
の時間 

１ 

理系 
全員 

普通科 
文系 

文系 
全員 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
（１）専用ホームページによる発信（全国，地域への発信） 

各事業を開催後，直ちに紹介した。ＳＳＨの専用ホームページ作成については担当者を設け，必

要な情報を検索するタブや情報の内容を検討し，掲載内容の検討と改善を随時行った。 
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（２）研修会における発信（県内，地域への発信） 
地域や県単位の授業研究や講習会，中学校や地域の保護者の視察等を多く受け入れ，課題研究や

ＳＳＨの学校設定科目の授業公開を行った。校外において本校教員が発表を行う場合は，探究型学

習への取組事例を報告した。 
（３）近隣小・中学校，高等学校への発信 

地域の高等学校や中学校への研究成果の普及を試み，地元中学校で課題研究の発表，県指定の理

数教育フラッグシップハイスクール５校との合同課題研究発表会の実施，中学生の自由研究発表

の実施などをとおして，高校生の課題研究の深化や中学生の理数への興味・関心を高めた。 
○実施による成果とその評価 
（１）課題研究 

第１学年では，ミニ課題研究を繰り返す指導を継続した。第２学年では，研究に取り組む時間を

確保した。課題研究発表会はオンラインを活用して他校と合同で実施した。研究のさらなる課題が

得られたとともに，その後の研究の深化を促した。第３学年では，オンラインを含む外部発表，学

会発表に参加した。 
（２）スーパーサイエンスＬ 

第１学年で，国語科，保健体育科と連携して日本語によるディベートの指導を実施した。理数以

外の教員が授業を受け持つことで，多様な意見が学習活動の改善に反映された。独自教材は，生徒

の現状に合った改善を進め，教材集の改訂版を作成した。 
（３）スーパーサイエンスＲ 

地域の中学校と連携した実験講座と，高校生と地域の中学生による合同自由研究発表会は４回

目となった。中学生への周知も進み，本校理数科への進学を希望する中学生の他，初めて中学校の

理科教員が参加し，発表と指導助言が生徒に刺激を与えた。ウェブを活用した全校生徒対象の科学

講演会も定例化した。 
○実施上の課題と今後の取組 
（１）課題研究 

テーマ設定の段階で，探究基礎講座の内容は引き続き改善を継続していく。評価に取り入れてい

るルーブリックも改善を続けていく。テーマ設定や研究内容について，学年を超えた意見交換の場

をさらに増やし，学び合いを促すために後輩への助言を伝える機会や，生徒同士が課題研究につい

て交流できる機会を設定するよう改善を行う。 
（２）スーパーサイエンスＬ 

論理的思考力を育成するディベートの指導は，論理的に思考する意識や表現の型は身に付くが，

課題研究での実践的な活用が課題である。今まで以上に課題研究に関連付けた指導ができるよう，

課題研究の取組に取り入れる。第２学年では，英語による発表機会の継続方法を検討する。 
（３）スーパーサイエンスＲ 

校外での実習や研修が再開できたが，実施方法と内容について工夫していく。地域の中学校との

連携では，高校生がさらに主体的に活動に関わるための改善を図る。事業全体をとおして，課題研

究に対する意欲の向上，科学技術に対する興味・関心を高めさせるとともに，論理的に考え，表現

する能力を育成できるように，引き続き改善していく。 
（４）その他 
・生徒が身に付けた力の「見える化」 

大学の学びや研究で培われる汎用的能力を客観的に測定し，学修成果を可視化，検証する方法

を研究する。 
・卒業生の追跡調査・連携 

実施した追跡調査の結果の分析と連携の工夫を継続し，所属先や研究内容の変更などの新し

い情報を得るために継続して調査を実施し，協力が得られる内容について連携を進めていく。

・成果の発信・普及 
本校のＳＳＨ事業への取組とその効果を全国，県内，地域で普及するため，情報発信の改善と

資料の作成を行う。また，県指定の理数教育フラッグシップハイスクール５校との合同課題研究

発表会を継続するとともに，オンラインを活用して連携校以外への公開，普及を進めていく。

 ⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響  

○スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾 

生命科学セミナーⅠ：授業時間内で実施予定の事業を，感染症対策のために中止した。 
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別紙様式２－１ 
岐阜県立恵那高等学校 指定第Ⅳ期目 04～05 

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果  
【仮説１】課題研究及び学校設定科目をとおして，問題を発見し，探究するプロセスを繰り返すこ

とで，問題発見能力を育み，論理的思考力と批判的思考力を備えた科学的思考力及び探

究力・実行力を身に付けることができる。 
【仮説２】英語による発表と質疑応答を積み重ねることで，国際性を伸長することができる。 
【仮説３】県内の高等学校や地域と連携し成果の普及に取り組むことで，主体的・協働的に学び続

ける探究者を育成し，地域の科学的教育力を高めることができる。 
 
１ 課題研究 
【実践】仮説１，３を検証するために実施した取組と成果 
理数科全学年に設置した「課題研究」（各１単位）において，主体的な問題発見能力及び科学的

探究力の育成をねらいとして，第１学年でテーマ設定，第２学年で本格的な課題研究の実施，第３

学年でより高度な課題研究と外部発表に取り組んだ。普通科においても「総合的な探究の時間」で

全員が探究活動に取り組んだ。 
本年度も，これまでに開発した課題研究の教材（第三版）を作成した。 

（１）第１学年 
問題発見能力の育成を重視した，主体的なテーマ設定のための系統的な探究活動の取組 
ア「探究基礎講座」：問題発見を重視した７つのミニ課題研究（数学，物理，化学，生物）

イ「夏季自由研究」及び「自由研究発表会」（個人，夏季休業中） 
ウ「テーマ設定企画書作成」及び「テーマ設定発表会」（個人，冬季休業中） 
エ「課題研究見学ツアー」：上級生の課題研究の授業及び発表会の見学と質疑応答。 
オ「サイエンスリサーチⅠ発表会」：上級生からの研究計画への助言と指導（昨年度から）

カ テーマ設定との連動をより意識した講演会，講義の計画と実施（本年度から） 
キ 普通科課題研究において，地域課題の発見に関する講座の実施（昨年度の改善を継続） 

（２）第２学年 
論理的思考力，探究力，コミュニケーション能力の育成をより重視した取組 

   ア 学校設定科目と２単位連続で行う研究活動（４年次の改善を継続） 
   イ 県指定の理数教育フラッグシップハイスクールと合同課題研究発表会を企画，運営 
   ウ 課題研究発表会の生徒実行委員会による企画，運営（５年次の取組を継続） 
   エ「論文検索活用講座」：研究を見直し発表の準備を進める取組（５年次の改善を継続） 

オ「テーマ設定発表会」：１年生への助言と指導（５年次の改善を継続） 
カ ミニ発表会の定期的な実施，ミニレポートの導入（５年次の改善を改善） 
キ 研究ノート（個人）の導入による研究の記録と指導，評価の改善（継続して実施） 

   ク ルーブリックを用いた活動評価，生徒自身による活動の相互評価（改善して実施） 
   ケ 英語科と連携した指導，英語プレゼンテーションの作成と発表（改善して実施） 
（３）第３学年 

実行力を重視した，外部発表，全国への成果の普及，課外の研究活動を充実させる取組 
   ア 全ての研究班がコンクール，学会等の外部発表へ参加 
   イ 最終論文の作成 
【成果】 
（１）主体的なテーマ設定 

第１学年において，「問題発見能力」と「主体的・協働的に粘り強く探究する力」を身に付け

るために，「主体的なテーマ設定と探究プロセスの繰り返し」を重視し，このための「ミニ課題

研究」を深化させた。 
長期休業中の自由研究を含めた短いスパンの課題研究８講座を繰り返し体験させることで，生

徒の主体的なテーマ設定と，その後の協働的な探究活動において深化が見られた。ミニ課題研究

を繰り返す中で生徒は協働的に探究する方法を学び，回を重ねるごとに実験や観察，まとめや発

表に取り組む態度と姿勢が向上した。入学後の初期指導を重視し，１年をかけてテーマを設定す
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る指導が定着し，主体的に設定されたテーマの割合は，Ⅳ期に入ってから常に 90％を超え，本年

を含む過去４年間は 100％である。ミニ課題研究のドリルにより，生徒は探究を繰り返し，時間

をかけて自分自身の興味を知り，身の回りの現象や社会的な問題を見つけ，テーマを設定するこ

とができた。 
さらに，テーマ設定を行う上で，生徒にかかわる教員集団にも変容が見られた。日常的にテー

マ設定を促す働きかけが増え，ＳＳＨの授業担当者，主対象生徒のクラス担任，通常授業の教科

担任が常に「テーマ設定」について話題を提起し，答えを示さずともに考え続けることで，「テ

ーマを考えること自体を楽しむ意識」が形成された。 
Ⅳ期に渡りＳＳＨ事業を継続することで，課題研究におけるテーマ設定の重要性を，指導経験

をとおして知る教員が増えていることが，このような効果をもたらしている。テーマ設定には多

様な教師集団による日常的な働きかけが不可欠である。 
（２）学校設定科目との連携による効果 

学校設定科目と課題研究の授業を，時間割上の同日に２校時連続して配置して探究活動に取り

組ませたことは，研究の内容，発表を深めることに効果的であった。新型コロナウイルス感染症

の影響により，授業としての課題研究への取組は制限されることもしばしばあるが，発表内容か

ら，考察の根拠となる試行回数とデータ数，数学的な手法を用いた考察の増加やグラフや数式を

用いてポスターをまとめる班が増加するなど，その効果が認められた。 
（３）早期の外部発表経験（探究力・実行力の育成） 

第２学年において課題研究の進度が早い班を，積極的に外部発表に参加させることで，研究内

容の深化と，生徒自身の探究心，研究意欲の向上が見られた。具体的には，発表会等への参加後，

校内発表の準備，成果物，発表態度の変容が著しく，選考を伴う校内発表会において代表権の獲

得に向けて意識の向上が見られるとともに，科内代表に選出されることが増加した。 
（４）主体的，対話的な探究活動 

第２学年，第３学年では発表と相互評価の機会を取り入れた。研究レポートの作成時は，ルー

ブリックを用いた自己評価・相互評価を実施した。これらの活動をとおして育成された｢互いに発

表し批判的に評価し合う｣姿勢によって，課題研究やプレゼンテーションの作成，リハーサルでは

互いに研究内容やプレゼンテーションの内容，発表方法を評価し合うようになるなど，生徒同士

による主体的で対話的な探究活動がより充実した。 
主体的に設定されたテーマで課題研究に取り組むことで，「科学部員ではない理数科の生徒」

が理数系の研究に主体的・意欲的に取り組み，参加した外部コンテスト等での賞の獲得や本校初

となる評価を得る研究が現れるなど，課題研究の質が高まった。 
（５）普通科の課題研究 

総合的な探究の時間において，学年担当の教員（学年に所属する正副担任）が指導を行った。

理系のテーマを扱うゼミでは，個人のテーマごとに研究・実験の指導を行った。普通科理系の生

徒に理数科と同様の，実験を伴った課題研究に取り組みたいという希望が増加し，この結果，普

通科理系全員を対象とした「探究基礎講座」を実施した。放課後に実験を行う生徒も現れるなど，

研究に対する意欲が向上した。理数科で実施しているミニ課題研究を普通科の生徒の探究活動の

指導に普及することで，探究意欲を向上させることができた。 
 

２ 学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 

【実践】仮説２，３を検証するために実施した取組 

理数科第１学年，第２学年に設置した学校設定科目｢スーパーサイエンスＬ｣（各１単位）におい

て，科学的思考力と表現力，国際性の育成をねらいに，論理的思考の型を学び，継続的に型を活用

する実践を繰り返した。 

（１）第１学年（改善して継続） 

論理的思考力と表現力の育成を重視した，論理的思考の構造を理解し習慣化する取組 

   ア 論理的構造の基礎である「三角ロジック」を学ぶ講義と実習 

   イ「ディベート」：客観的な視点，批判的な思考，協働的な課題解決の力を育成 

   ウ「情報講座」「統計学講座」：調査とデータの収集について学ぶ 

（２）第２学年（改善して継続） 

論理的思考力・表現力と国際性の育成を重視した，探究と英語プレゼンテーションへの取組 

   ア 課題研究と２単位連続で行う研究活動（第４年次の改善を継続） 

   イ「英語プレゼンテーション」 
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【成果】 
「科学的思考力」を身に付けさせるために必要な要素は，論理的思考の構造の理解とその表現力，

批判的思考の育成である。論理的思考力の基礎は「主張・データ・論拠」であり，これを端的に示

すモデルが三角ロジックである。この三角ロジックを「知る・使う・身に付ける・応用する」学習

を，生徒の主体的な学びをとおして可能とする手法がディベート，英語プレゼンテーションであり，

これらの学習活動によって，科学的思考を理解し活用する態度を育成した。 
三角ロジックと英語による表現の積み重ねは，第１学年で培った論理的思考力及び表現力を伸長

し，主体的・協働的に問題を解決する力の育成に効果的であった。 

また，本年度も理数科目以外の教科担任を配置し，指導内容を校内へ普及するとともに探究活動

にかかわる教員の力量を高めた。 

（１）第１学年：日本語ディベート（第４年次までの取組を改善して継続） 

ディベートは｢問題発見｣から｢問題解決｣に至るプロセスの一つのロールモデルである。 

この点を，ディベート学習をとおして一貫して生徒に伝え，学校設定科目は課題研究を支える

重要な学習であると意識付けできるように指導した。この結果，論理的思考の構造の理解，論理

的かつ客観的に思考と表現を行う力が伸長した。 

（２）第２学年：探究活動と英語プレゼンテーション（第４年次の改善を継続） 

課題研究との連携をより深めることをねらいとして，前期に探究活動，後期に英語プレゼンテ

ーションに取り組んだ。前期では学校設定科目の授業を課題研究の授業と連続で配置し，２校時

連続で研究活動に取り組んだ。課題研究発表会後は，英語によるプレゼンテーションに取り組み，

海外から国内へ留学している研究者への発表と質疑応答を行うことで，国際性を育成するととも

に，課題研究の内容の理解を進め，以降の研究に活用できるようにした。 

 

３ 「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 

【実践】自然と科学技術に対する興味・関心を高める取組 

「課題研究」へ取り組む意欲と「論理的思考力の育成」の効果を高めることをねらいとして，科

学技術に対する興味・関心を深め，自然科学に関する知的興味を喚起する取組を行った。 

（１）理数科学探究講座 

ア 先端科学講座：開講記念講演，海藻学講座，エネルギーセミナー事前講義 

イ「エネルギーセミナー」：核融合科学研究所研修 

ウ「ＳＳセミナー」：海洋生物学工房 

エ サイエンス・ダイアログ：外国人研究者による英語講義，課題研究の英語発表 

（２）サイエンスカフェ 

（３）つくばサイエンスツアー 

（４）科学系部活動の活性化 

ア 科学部の研究活動 

  イ「科学の甲子園」に向けた取組 

  ウ 研究発表会，コンテスト等への参加 

  エ「サイエンスパーク」におけるＴＡ，研究発表 

（５）Web Enabled Atelier 

【成果】 

希望者参加型の事業では全校から幅広く参加者が集まり，全校生徒を対象として，興味や関心に

応じて科学を学び，自分の問いを見つける機会を与えることができた。 

ＩＣＴの環境が整い，従来の形態の研修に加え，ウェブを活用した科学講演会や研修が可能とな

り，講師の選定や講演内容を工夫して多数実施できた。Web Enabled Atelier は，今年度から岐阜

県内の全ての高等学校の生徒，教員の参加を可能とするなど，新型コロナウイルス感染症の拡大に

より校外での実習や研修が困難になった反面，オンラインの利点を生かし，内容，時期，方法など

を工夫して実施した。  

 

４ 地域・他校種へ成果を普及する探究学習支援システムの構築 

【実践】ＳＳＨ事業の成果を活用した探究活動におけるノウハウを広く地域に普及し，地域ととも

に探究活動を行う社会との共創をとおして，生徒が主体的に社会に働きかける力を育成するととも

に，探究学習の支援を行うことで事業にかかわる教員の指導力を養成することを目的に事業に取り

組んだ。主に前項「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」として実施した。 
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（１）恵那田舎塾～私たちの地域～ 

  地元で活躍する社会人と連携したふるさと教育講座を行った。生徒自身が恵那地域を見つめ直

し，問題を発見するとともに，将来的な協力関係を築くことができた。 

（２）スーパーハイスクールセッション（ＳＳＳ） 

  岐阜県内のスーパーハイスクール指定校，岐阜大学地域科学部と連携し，岐阜県をテーマとし

て普通科高校，専門高校（工業科，商業科，農業科）の生徒とともに，協働的な問題発見及び課

題解決学習を行った。地域の課題についてテーマを設定し，課題を解決する方法を探究し，発表

した後，地域課題，統計の専門家による講義を受け，それらの知識と手法を活用した探究活動と

発表会，評価を実施した。 

（３）岐阜県内の高等学校に向けた探究学習支援システムの構築 

  岐阜県教育委員会と連携し，総合的な探究の時間の担当者，司書，理科教員を対象に，探究学

習の方法と評価に関する講義・実習を行った。 

（４）「地域の科学教育支援ネットワーク」の構築・成果の発信と普及 

  ア 「集まれ！未来の探究者!!」自由研究発表交流会（対象：小中高校生・教員） 

本校生徒と，地域の小中学生が合同で課題研究と自由研究の発表会を開催し，質疑応答と

評価，指導助言を行った。 

イ 理科実験指導講座（対象：小中学校の教員） 

    小中学校の教員の授業力，実験指導力，探究活動指導力の向上を目的に，参加を希望した

小中学校の教員と研修内容を協議した上で実施した。 

【成果】 

地域の中学校と連携した実験講座，高校生と地域の中学生による合同自由研究交流会は，４回目

の開催となった。開催方法を改善し，広報を強化したことで，中学生による発表数は 11 件となり，

これまでの５倍以上となった。特に，本校理数科へ進学し，課題研究に取り組むことを希望する中

学生の参加者が増加した。高校生の発表や姿から，将来自分が探究活動する姿をイメージできたと

いう感想が得られた。交流会には，中学生の時に本事業に参加した経験者を参加させるなど，探究

者を生徒自らの関わり合い，学び合いの中で育成できるシステムの構築を始めることができた。 
 
 ② 研究開発の課題  
１ 課題研究 
課題研究は，本校ＳＳＨ事業の柱となる活動である。課題研究のテーマ設定に当たり，90％以上の

研究班が主体的にテーマ設定を行うことができた。これには本校で特にテーマ設定や情報収集に時

間を割いている結果が現れており，日常生活に根差した課題や疑問点を研究テーマに設定する班も

多く見られた。 
研究の指導では仮説・実験・考察の基本的手法についてグループ内で検討させ，進めることができ

た。研究を進めるに当たり，生徒一人一人に研究ノートを作成させることや，見通しを持って研究に

取り組めるよう，１年間を３つのタームに分け，タームごとに達成すべき目標を提示するようにし

た。生徒自身が短い期間における研究スケジュールを作成し，実施，検討を繰り返しながら実践する

ことで，従前の課題であったデータの収集量を増加させることができた。今後はこれらの指導方法を

確立し，３年間をとおして研究の基本姿勢を育てられるようにさらに検討を行っていく。 
今年度は，新型コロナウイルス感染症対策が緩和の方向に向かった影響もあり，３年生が参加した

外部発表がオンラインによる発表だけでなく，現地へ参集して発表する形式をとるものが見られた。

社会の変化に対応して求められる形式に沿った発表の方法を考え，実現できたことは，課題研究をと

おして培った仲間と協働的に問題解決に挑む実行力によるものであると考えられる。また，２年生に

おいてはどちらの発表形式にも対応できるように課題研究発表会の実施方法を改善した。昨年度の

各教室でのプレゼンテーション発表を土台としつつ，代表班のみ全校の前での参集型の発表を行っ

た。どちらの発表形式も生徒が主体となって行われたことは，研究分野のみならずあらゆる問題を自

身で発見し探究する，問題発見能力やそれを解決するために必要な論理的思考力，実行力等が育まれ

ていることを示す結果となった。今後は発表内容の精度をより高め，科学的な知見を組み込んだ論理

的思考による実験設計や自身が設定したテーマに対する正確な問題設定，解決方法の模索といった

研究へのアプローチに関する改善を積極的に行い，質の高い課題研究となるよう改善を行っていく。

また，通常授業において培った学力と課題研究の結びつきが弱いという指摘も受けており，通常授

業と課題研究が結び付けられる指導方法，内容を検討するとともに，学校設定科目で学ぶ論理的思考

の方法や身に付けた力が直接，課題研究に生かせるような工夫が必要である。データの収集方法やデ
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ータを読み解く力，結果について考察する力を高めるための工夫や，地域の課題や産業など目を向け

たテーマ設定，研究を行っていく。現状のテーマ設定では教科的な興味の中からテーマを選ぶ傾向が

強いが，地域をはじめとする実社会について学ぶ機会を設け，地域社会が抱える課題の解決に紐付く

ような取組が生まれるような工夫が必要である。 
 

２ 学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
論理的思考力の伸長を測る評価として，ルーブリックによる評価の試行を開始したが，「身に付け

る力」の評価については検討を続け，誰もが指導できるようにするための各授業の指導案を作成する

必要がある。今年度も毎時間の指導マニュアルを整備できたが，さらに詳細な指導案を作成する。同

時に「課題研究」及び「国際性の育成」に資する論理的思考力の伸長を測るルーブリックを作成し，

運用したい。同様に，ディベートの評価では成果物を評価するルーブリックの作成と運用を開始した

が，ディベートをとおして身に付けさせたい力の明確化と，これを評価できるルーブリックに改善す

る。論理的思考の育成と課題研究における議論の深まりや質疑応答の質の向上に効果があると考え

られる「議論の深まり」を目標に，指導内容と方法を検討する。 
なお，新教育課程への移行を機に，スーパーサイエンスＬは来年度以降実施できないこととなっ

た。これまでこの授業をとおして養ってきた力を，今後どのように育成するかが最も大きな課題であ

る。通常授業や課題研究，他の学校設定科目に，スーパーサイエンスＬの内容を取り入れていくこと

が望ましい。系統的な指導はできなくなるが，ここまで研究開発してきたノウハウをモジュール化し

て利用できるように工夫したい。 
 
３「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
 校内外と関わりを持たせる本事業は，新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に大きく影響

されてきた。この中で，担当者の異動，事業の一時中止などにより，ノウハウの継承が危惧されたが，

本年度から順次再開ができた事業も増え，新しい工夫や方法も取り入れながら実施ができた。 
新たな手法の中でもオンラインの利用は，講師の都合や開催場所の条件によって従来はできなか

ったような講演会が実施できる等の利点があった。海外で活躍する研究者や卒業生と連携し，国際性

を育むなど，活用に工夫の余地が大いにあるため，利点を生かした事業を考え実施していく。 
 スーパーサイエンスＲでは，課題研究の取組への動機付けや，学んだ知識や考え方及び科学的思考

力の実践の場であり，主体的・協働的に問題を解決できる探究力を育成することを目指す。大学や研

究施設，地域や他校種との探究活動をとおして，自然科学に対する興味・関心を喚起し，自ら探究し

たい問いを見つけ，研究者や技術者を目指す進路意識や，社会と関わりをもち主体的に学ぶ態度を養

い，学んだ知識や考え方を使うことができる探究力を向上し，アート思考によるクリエイティブな発

想を育成できる事業と個々の取組の連携を強める等，引き続き改善を図る。 
 
４ 地域・他校種へ成果を普及する探究学習支援システムの構築 
小・中学校の理科を担当する教員の理科実験に関する知識・技能の向上に資する「理科実験講座」

や理数系の教員を目指す生徒を小・中学校などに派遣して行う「ミニ教育実習」も継続して実施して

いくとともに，「課題研究公開授業」を実施し，本校が長年培ってきた探究学習の指導方法を公開し，

授業研究を行うことで，中学・高等学校の理科・数学を担当する教員の指導力の向上に資する研修が

実施できるよう体制を整えていく。 
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❸実施報告書（本文） 

① ������� 

� ������ 

主体的な問題発見能力，科学的思考力と国際性を備えた科学技術系人材の育成 

� ������� 

地域や社会の問題を発見し，主体的・協働的に解決するために粘り強く探究を続けることができる

人材の育成  

・「全校体制で実施する課題研究」による問題発見能力と科学的探究力の育成 

・「科学的思考力育成プログラム」による論理的思考力・批判的思考力と表現力の育成 

・「地域との連携」による探究学習支援システムの構築 

� ���������� 

（�）������ 

問題を発見し探究するプロセスを繰り返すことで，問題発見能力，科学的思考力及び探究力を身

に付ける。 

理科，数学の課題研究を評価と一体化して繰り返すことで，「主体的な問題発見能力」「科学的

思考力」「探究力」を育成する。ＳＳＨを経験した卒業生による指導助言を適宜行う。レポート，

論文の作成や，日本語，英語による発表の機会を増やし，自らの研究を常にアウトプットして評価

することで研究を深化させる。同窓会とも連携し，持続的に活動の質を担保できる予算体系を構築

する。適宜，メンター（卒業生，上級生）が指導助言を行う。 

ⅰ）課題研究Ⅰ（第１学年） 

研究や発表，質疑の体験を重ね，探究活動を繰り返し実践することで，主体的に課題を発見し，

その解決方法を仲間とともに探究する力を育成する。同時に，研究内容や成果を発表することをと

おして，理数系分野への進路意識や学習意欲を高める。 

ⅱ）サイエンスリサーチⅡ（第２学年） 

「サイエンスリサーチⅠ」で設定したテーマに沿って，グループ研究を行う。研究期間が最も長

く，課題研究の中心となる段階である。学年末には，論文の作成，校内外を対象とした発表会を実

施する。 

仮説を立て実験や観察を行い，データを統計処理し，仮説の正当性を検証する。探究活動，外部

発表，英語科と連携した英語プレゼンテーションの発表をとおして，理数系分野への進路意識や学

習意欲，国際性を高める。 

ⅲ）サイエンスリサーチⅢ（第３学年） 

探究活動の集大成として，論理的思考力と表現力を発揮した研究を進める。 

１年次から行ってきた研究課題について，大学や研究機関と密接に連携して研究を進め，内容を

深めた上で，校内や，国内の学会，コンクール等で発表する。これによりプレゼンテーション能力

を高めるとともに，将来，研究に携わろうとする動機と意欲を育成する。大学入学後も継続できる

研究テーマの設定や，課題研究を利用した高大接続の方法について，研究開発を進める。 

 

 （�）������������������（������） 

三角ロジックを活用してディベートによる表現の経験を積み重ねることで，論理的思考力と批

判的思考力を兼ね備えた科学的思考力，表現力を身に付ける。科学的思考，すなわち，論理的，

客観的かつ批判的な思考の手法を学び，繰り返し実践することで探究に活用できるスキルとして

定着する手法として，日本語ディベートを位置付ける。 
課題研究の質を高める基盤となる論理的思考力と批判的思考力を，三角ロジックを学び活用す

ることや，日本語によるディベートを積み重ねることで伸長させる実践的な学習活動である。 
論理的思考力の基礎である「主張・データ・根拠」を端的に示す「三角ロジック」モデルを，

「知る・使う・身に付ける・応用する」ための系統的な学習活動である。 
「事実」や「データ」など根拠に基づく論理的な議論ができる力と，英語による議論の素地と

なる論理的思考力と批判的思考力を育成する。 

ⅰ）「論理的思考の構造」：講義「論理的思考とは」（第１学年） 

ⅱ）「論理的思考の実践１ 思考」：日本語ディベート基礎（第１学年前期） 

ⅲ）「論理的思考の実践２ 議論」：日本語ディベート実践（第１学年後期） 
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ⅳ）「論理的思考の実践３ 研究」：探究プロセスの実践（第２学年前期） 

ⅴ）「論理的思考の実践４ 実践」：英語を活用したプレゼンテーション講座（第２学年後期） 

 

 ����������������������������� 

研究者による講演会や研究施設での研修，自然科学系部活動をとおして，知識や考え方を統合

的に活用するＳＴＥＡＭ教育型の問題解決的学習を実践する。自然と科学技術に対する興味・関

心，探究活動への意欲を高め，学んだ知識や考え方を活用して思考する力を養うとともに，アー

ト思考を育成する。自ら探究したい問いを見つけ，世界で活躍できる研究者や技術者を目指す動

機，社会と関わりをもち主体的に学ぶ態度，探究力の向上を目指す。 

課題研究へ取り組む意識と，論理的思考力の育成の効果を高めることをねらいとして，科学技

術に対する興味・関心を高め，自然科学に関する知的興味を喚起する取組を行う。 

ⅰ）理数科学探究講座（理数科対象） 

ア エネルギーセミナー（第２学年） 

イ ＳＳ（Summer Science）セミナー（第１学年） 

ウ 生命科学セミナーⅠ（第１学年・理科の授業で実施） 

エ サイエンスパーク（第２学年） 

オ 科学講演会（第１学年・第２学年） 

カ 数学セミナー（第２学年） 

ⅱ）サイエンスカフェ 

ア 生命科学セミナーⅠ（第１学年 普通科・授業内で実施） 

 イ 生命科学セミナーⅡ（全校生徒，希望者） 

ウ 地学講座「火山学入門」（全校生徒，希望者） 

ⅲ）サイエンスツアー（全校生徒，希望者） 

 

 ������������������������������ 
ＳＳＨ事業の成果を活用した探究活動におけるノウハウを広く地域に普及し，地域とともに探

究活動を行う社会との共創をとおして，生徒が主体的に社会に働きかける力を育成するととも

に，探究学習の支援を行うことで事業にかかわる教員の指導力を養成する。 
    地域で行われている研究や地域の自然，産業を対象とした探究活動をとおして，地域と連携し

た探究学習支援システムを構築する。自然現象や科学に対する興味・関心を高め，地域が抱える

問題を発見し，解決方法を考える。 
 
 ������������ 

ＳＳＨ事業で開発した論理的思考力や論理的表現力，探究力等を育成する手法を，通常授業に

おいて活用するための授業改善を図る。同時に，ＳＳＨ事業にかかわる校内連携を深め，事業の

効果を高め，成果を収めることができるよう，職員研修会を行う。 

 

� ������� 
� ���� 
 実 施 日 実 施 事 業 連 携 先 等 

１

年 

４月～２月 サイエンスリサーチⅠ（課題研究）  

４月 19 日 科学史  

４月 26 日・５月 17 日・ 

５月 24 日 

６月７日・14 日・ 

７月 19 日 

探究基礎講座Ⅰ（物理，化学，生物） 

 

探究基礎講座Ⅱ（物理，化学，生物） 

 

 

６月 29 日 課題研究インターンシップ  

７月７日 サイエンスリサーチⅢ 課題研究発表会 見学  

７月 27 日～８月 23 日 個人自由研究（夏季休業中）  

９月 13 日 夏季課題発表会  

９月 20 日 講義『論文検索活用講座』  
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１

年 

10 月４日～11 月１日 探究基礎講座（数学発見）  

11 月９日 サイエンスリサーチⅡ 課題研究発表会 見学  

11 月 16 日 ＳＳＨ・ＦＳＨ岐阜県合同課題研究発表会 見学  

11 月 22 日 数学発見 発表会  

12 月６日～２月 14 日 課題研究テーマ設定  

12 月 24 日～１月９日 テーマ設定企画書作成（冬季休業中）  

１月 10 日 冬季休業課題発表会  

２月 21 日 サイエンスリサーチⅠ テーマ設定発表会  

２月 28 日 発表リフレクション  

２

年 

４月～２月 サイエンスリサーチⅡ（課題研究）  

４月 13 日 春季課題発表会  

６月８日 経過報告会  

６月 29 日 課題研究インターンシップ 指導  

８月 24 日 夏季課題発表会  

10 月 26 日 サイエンスリサーチⅡ 科内発表会  

11 月９日 サイエンスリサーチⅡ 課題研究発表会   

11 月 16 日 ＳＳＨ・ＦＳＨ岐阜県合同課題研究発表会  

11 月 16 日～12 月 21 日 論文作成  

３

年 

４月～７月 21 日 サイエンスリサーチⅢ（課題研究）  

７月７日 サイエンスリサーチⅢ 課題研究発表会  

10 月 26 日 サイエンスリサーチⅡ 科内発表会 助言  

 

� ��������������� 
 実 施 日 実 施 事 業 連 携 先 等 

１

年 

４月 12 日 ＰＣ室オリエンテーション・期首アンケート  

４月 19 日 講義「論理的思考Ⅰ」  

４月 26 日 ディベート１「ピンポンディベート１」  

５月 17 日 ディベート２「理由と具体例１」  

５月 24 日 ディベート３「理由と具体例２」  

６月７日 ディベート４「ピンポンディベート２」  

６月 14 日 ディベート５「立論１」  

６月 28 日 ディベート６「立論２」  

７月 12 日 サマーサイエンスセミナー プレレクチャー 福井県立大学 

７月 19 日 サマーサイエンスセミナー ガイダンス  

９月 13 日 ディベート７「１ｖｓ１」  

９月 20 日 ディベート８「立論３」  

10 月４日 ディベート９「１ｖｓ１」  

10 月 11 日 ディベート 10「立論４」  

10 月 18 日 ディベート 11「１ｖｓ１」  

11 月１日 ディベート 12「１ｖｓ１」  

11 月 22 日 ディベート 13「ジャッジ」  

12 月６日 ディベート 14「立論５」  

12 月 20 日 ディベート 15「立論６」  

１月 10 日 ディベート 16「予選１」  

１月 17 日 ディベート 17「予選２」  

１月 24 日 ディベート 18「準決勝」  

２月１日 サイエンス・ダイアログ 見学  

２月７日 ディベート 19「決勝」  

２月 14 日 講義「情報活用講座」  
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２

年 

12 月７日 英語プレゼンテーション「デモンストレーション」  

12 月 14 日 英語プレゼンテーション「プレゼン作成１」  

12 月 21 日 英語プレゼンテーション「プレゼン作成２」  

１月 11 日 英語プレゼンテーション「プレゼン作成３」  

１月 18 日 英語プレゼンテーション「発表練習１」  

１月 25 日 英語プレゼンテーション「発表練習２」  

２月１日 サイエンス・ダイアログ 南山大学，岐阜大学，

公益財団法人日本モンキ

ーセンター学術部 

２月８日 サイエンス・ダイアログ リフレクション  

 

� ��������������� 

 実 施 日 実 施 事 業 連 携 先 等 

１

年 

５月 10 日 ＳＳＨ開講記念講演会 東京工業大学 

７月 27 日～29 日 野外実習「サマーサイエンスセミナー」 福井県海浜自然センター

福井県立大学 

滋賀県立琵琶湖博物館

２

年 

６月 17 日・７月１日 校外研修「エネルギーセミナー」 核融合科学研究所 

10 月 29 日 サイエンスパーク 

（中学生対象オープンスクール） 

 

全

学

年 

４月 21 日・28 日・ 

５月 12 日 

探究基礎講座（物理，化学，生物） 

（普通科２年生理系クラス対象） 

 

７月 23 日・24 日 えなしこどもフェスタ 恵那市教育委員会 

12 月８日・15 日 ＳＳＨ地学講座「火山学入門」 信州大学 

 

７月 15 日 

 

９月 16 日 

 

10 月 18 日 

 

12 月９日 

 

Web Enabled Atelier（科学講演会代替） 

第１回「宇宙飛行士選抜試験への挑戦（航空自衛 

隊技術幹部から教員へ）」 

第２回「サイエンスコミュニケーションから見る 

私の過去・現在・未来」 

第３回「大学での学習とその社会応用について」 

 

第４回「天然記念物の魅力」 

 

岐阜県教育委員会教育

総務課 

富山大学都市デザイン

学部 

株式会社 SUBARU 航空

宇宙カンパニー 

岐阜県環境生活部県民

文化局文化伝承課 
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③ ������� 
１  ���� 
 【仮説】 

ⅰ）課題研究を通して，問題を発見し，探究するプロセスを繰り返すことで，問題発見能力を育

み科学的思考力と探究力・実行力を身に付けることができる。 
ⅱ）三角ロジック及び英語による表現の経験を積み重ねることで，論理的思考力と表現力を身に

付け，国際性を伸長することができる。 
ⅲ）探究型学習の繰り返しで主体的・協働的に問題を解決できる力を身に付けることができる。 

 
２  ���������� 

（１） 課題研究 ～問題発見能力と探究力の育成～ 

�� �� 
・課題研究に取り組むことで，問題を発見し探究するプロセスを繰り返し，問題発見能力を育み論

理的思考力と探究力・実行力を身に付けることができる。 
・さらに，研究成果を様々な場面で発表したり，国内の学会やコンクール等で発表したりすること

でプレゼンテーション能力を高めるとともに，将来，国内外において研究に携わろうとする動機

と意欲を育成することができる。 
 
�� ������� 
（ア）科目の位置付け 

「サイエンスリサーチ」として，自ら問題を発見し，探究的活動を実施する。生徒の問題発見能力

や探究力の育成を図るとともに，科学の手法と論理的思考力を，本校生徒の基本的資質として定着さ

せる。この科目は探究の方法，プレゼンテーションの経験など「総合的な探究の時間」と共通する要

素が多くあり，「総合的な探究の時間」（３単位）の代替とする。 

    ａ サイエンスリサーチⅠ  （第１学年，主体的なテーマ設定と探究活動の体験） 

    ｂ サイエンスリサーチⅡ  （第２学年，個人テーマに基づく課題研究と発表の実践） 

    ｃ サイエンスリサーチⅢ  （第３学年，新たな課題の発見と外部発表による研究の発展） 

 
（イ）�導�� 

 
（�）学習内容 

Ⅰ 科学史 
目的  講義「論理的思考とは」と併せ，ＳＳＨ事業への導入に位置付

ける。科学史では，科学が社会で果たす役割と研究に臨む姿勢を

学び，科学的に真理を探究する態度や，科学研究において必要と

される倫理観を育成する。 
日時  令和４年４月 19 日（火） 13:45～15:25 

場所  本校地学実験室 

対象  理数科第１学年（２クラス）80 名 

内容  サイエンスリサーチの導入として，レオナルド・ダ・ヴィン

チ，ガリレオ・ガリレイ，アルキメデスの功績とともに，文化的背景を学ぶことで，科学

が社会で果たす役割と研究に臨む姿勢を学んだ。 
 

段  階 期  間 時間数 内  容 

サイエンスリサーチⅠ 第１学年３月まで 35 
科学史，科学倫理，探究基礎講座， 

個人自由研究，テーマ設定 

サイエンスリサーチⅡ 第２学年３月まで 45 

研究活動，英語発表準備，論文作成， 

ルーブリックによる論文自己評価， 

発表会の運営準備，第１学年発表会の見学と助言 

サイエンスリサーチⅢ 第３学年９月まで 35 
研究の深化，外部発表のための準備， 

最終論文作成，校内口頭発表，外部発表 

科学史の講義 
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� 探究基礎講座（理科） 

目的  物理，化学，生物の分野別に課題の設定，仮説の設定，器具

・装置操作，実験による検証，実験データの分析や解釈，法則

性の発見など，探究活動の基本的な手法について学び発表する

ことで，探究の基礎的な能力を育成する。 

期間  第１学年（４月～７月） 

第２学年（４月～５月） 

場所  本校物理実験室，化学実験室，生物実験室 

対象  理数科第１学年（２クラス）80 名 

普通科第２学年（理系２クラス）60 名 

内容  理数科：４月から７月にかけて物理，化学，生物分野の基礎実験を行った。 

     物理分野「紙コップの不思議」，「振り子の周期」 

     化学分野「銅元素の保存」，「化学反応の量的関係」 

     生物分野「問いを量産する」，「検証プラン発表会」 

    普通科：４月から５月にかけて物理，化学，生物分野の基礎実験を行った。 

     物理分野「紙コップの不思議」 

     化学分野「酢酸ナトリウムの不思議」 

     生物分野「ＤＮＡの抽出」 

 

� 探究基礎講座（数学発見） 

目的  ミニ課題研究に取り組み，数学のよさや面白さを再発見する。また，レポート発表をと

おして，筋道立てた分かりやすい説明の方法や適切な情報の提示方法等を考える。 

期間  第１学年（10 月～11 月） 

場所  本校地学実験室，１年４組教室，１年５組教室 

対象  理数科第１学年（２クラス）80 名  

実施  １時間目 テーマ設定，研究 

    ２～４時間目 研究及び発表準備 

    ５時間目 レポート発表準備 

    ６時間目 レポート発表会 

内容  「31 ゲームの必勝法」，「正多面体の色の塗り方」，「正多面体の体積の求め方」，「３

の倍数または３がつく自然数の個数」，「円周率の近似値の求め方」，「体積が最大とな

る直方体の辺の長さ」のテーマから，個人でテーマを決め，教科書，参考書などを活用し

たり，インターネットで関連事項を調べたりして，研究活動に取り組んだ。得られた成果

をレジュメにまとめ，違うテーマで研究した５人でグループを作り，グループ内で発表を

実施し，相互評価を行った。別のテーマの発表を聞くことで，違った着眼点やアプローチ

の仕方などを得て，研究内容を深めることができた。 
 

� �イ�ンスリ�ーチ� 
目的  課題を自ら発見し，課題の解決方法を仲間とともに探究する。研究者として必要な資質

を身に付けるために，グループ内での研究や討議を重ね，探究活動を実践しながら，主体

性，論理的思考力を育成するとともに，理数系分野への進路意識や学習意欲を高める。 
期間  第１学年（４月～３月） 

場所  本校物理実験室，化学実験室，生物実験室，地学実験室，１年４組教室，１年５組教室，

コンピュータ室 

対象  理数科第１学年（２クラス）80 名 

  内容  ４月～11 月に「探究基礎講座」として，物理，化学，生物，数学各分野の基礎実験等を

行った。この中で，レポートの書き方，発表の仕方を学んだ。夏季休業中は課題として一

人１テーマで自由研究を行い，レポートを作成した。日頃から疑問に思っていることから

課題を発見できるように指導した。研究テーマを決定するに当たっては，個人がテーマを

設定し，それを仲間と意見交流しながらグループとしての研究テーマへと明確化させてい

った。研究では，仮説を立ててから実験や観察などを行い，データを収集，分析して，仮

説の正当性を検証することを伝え，グループ内で議論をさせ，新たな課題に対してどのよ

うに研究をするべきか考えるよう指導した。 

探究基礎講座の様子 
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� サイエンスリサーチⅡ 

目的  「スーパーサイエンスＬ」や「スーパーサイエンスＲ」の学習を生かし，グループご

とに課題研究に取り組んだ。「サイエンスリサーチⅠ」で学んだ探究的活動の手法に沿

って 

グループで研究を進める。グループ内で討議や評価を重ね，探究的活動を実践すること

により，研究者が身に付けるべき協働性と論理的思考力を育成する。研究者としての将

来の自分をイメージさせ，理数系分野への進路意識や学習意欲を高める。 

期間  第２学年（４月～２月） 

  場所  本校物理実験室，地学実験室，生物実験室，化学実験室，コンピュータ室 

対象  理数科第２学年（２クラス）80 名 

  内容  探究活動において，研究期間が最も長く，中心となる段階で

ある。１年次に設定したテーマについて研究を行い，論文の作

成，口頭発表やポスターセッションを実施した。研究内容の英

語プレゼンテーションでは，英語科と連携して実施した。 

研究発表の第一段階として，理数科内において全ての研究グ

ループが口頭発表を行い，ステージ発表を行うグループを選考

した。理数科第３学年の生徒が，分野ごとに発表を見学し，質

疑応答と助言，評価を行い，代表グループの選考に関わった。 

第二段階の課題研究発表会は，各分野の代表者によるステー

ジ発表及びその他のグループによるブース発表，ポスター展示

を実施し，１，２年生が見学した。ブース発表は，発表が行わ

れる教室を自由に参観する形式で，興味のある発表を聞くため

に列ができる盛況な様子が見られた。発表会は，教員ではなく，

生徒の実行委員が企画運営し，会場の設営やポスターの配置等

に当たった。発表会は，運営指導委員を始め，県・市教育委員

会関係者，県内高等学校の教員など外部の参加者にも参観して

いただいた。 

第三段階では，他校と連携してｗｅｂ会議上で計６校（本校

を含む）が参加する発表会を実施した。 

最終段階として，プレゼンテーションを英語に翻訳して海外

の留学生に発表する機会を設定した。ＡＬＴや英語科の協力の

もと英語でプレゼンテーションや原稿を作成し，留学生との英

語での交流に臨んだ。 

 

【課題研究発表会の内容】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

� サイエンスリサーチ� 

目的  「サイエンスリサーチⅡ」の研究を継続し発展させる。大学・研究機関等の協力を得た

り，実地調査を行ったりすることにより，探究的活動を行う技術や論理的思考力をさらに

高めながら，理数系分野の研究者に求められる能力を育成する。 

期間  第３学年（４月～９月） 

  場所  本校物理実験室，地学実験室，生物実験室，化学実験室，会議室，第３講義室  

対象  理数科第３学年 75 名 

内容  発展的な研究として位置付け，全ての研究班がサイエンスリサーチⅡの研究をさらに発

展させた内容でテーマを継続して取り組んだ。 

 発表者 参観者 

ブース発表（前半） 

ポスター展示 

22 グループ 

各実験室においてポスター及び実験器具等を展示 

第１学年理数科 

第２学年 

ステージ発表（後半） 

各分野代表者 

１ コラッツ予想のすばらしさ(数学) 

２ 天然消毒液(化学) 

３ イシクラゲの有効活用(生物) 

４ 水はねの最高到達点の高さの法則(物理) 

第１学年 

第２学年 

ブース発表 

ステージ発表 

ポスター展示
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７月に課題研究発表会を行い，全 24 班が口頭発表を行い，理

数科１年生に対して研究成果を発表した。 
８月のＳＳＨ生徒研究発表会には「完全数」の研究班が神戸

市の国際展示場にてポスター発表した。その他の研究班も，関

連する外部発表会（オンライン開催も含む）にて口頭発表やポ

スター発表を行い，積極的に研究の成果を発表できた。 

受賞した発表は以下のとおり。 

 

第66回岐阜県児童生徒科学作品展 

入選 「完全数」・「「一歩前へ」は何ｃｍ？」・「ジュースの凍り方」 

「食品ロスから考える紫外線発光」・「笠置山の麓に発生する盆地霧について」 

     東京家政大学生活科学研究所主催 第20回生活創造コンクール 

      努力賞「「一歩前へ」は何ｃｍ？」 

 

� 地域企業・研究機関との連携 

地域の企業や研究機関から，課題研究に対して指導や助言をいただき，必要に応じて見学や研修，

インタビューを行った。連携先との取組を継続するとともに，今後は本校ＳＳＨ事業に課題研究以

外の場で御協力をいただいた企業や研究機関とも連携し，新たな課題研究の分野を開拓していきた

い。 
研究テーマ 分野 連携先 

３年 

完全数 数学
学習院大学 名誉教授 

飯高 茂先生 

白色腐朽菌を使った強固なブロックの制作 生物
恵那菌床きのこセンター菌床事業部 

 嶋倉 直樹氏 

笠置山の麓に発生する盆地霧について 地学
気象庁大気海洋部予報課気象監視警報センター 

西尾 優汰氏 

２年 

コラッツ予想 数学
九州大学 助教 

 松坂 俊輝先生 

化学雑巾 化学 株式会社 理仁 

イシクラゲの有効活用 生物 理化学研究所ＢＲＣ実験植物開発室 

毛髪のダメージの原因について 生物

美容室ロンドゥアンジュ 

ａｄｄ 

Ａｒｒｏｗ 

Ａｒｔｉ 

ＶＡＮ ＣＯＵＮＣＩＬ 

ラ・クープ 

アーチェ 

科学部 

ロボカップ 物理
ロボカップジュニア岐阜ブロック 

中津川ノード 

雲の発生と天気予測 地学
気象庁大気海洋部予報課気象監視警報センター 

西尾 優汰氏 

 

� ��コンクールへの参加と実� 

（ａ）ロボカップジュニア・ジャパンオープン 2022 けいはんな 

主催：一般社団法人ロボカップジュニアジャパン 

日時：令和４年４月 22 日（金）～24 日（日） 

会場：けいはんなオープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ） 

ワールドリーグ・サッカー・ライトウェイト部門 

①ＥＳＣ2022－１（ＷＳＬ041） 

参加者：奥山弥（普通科３年生），小西光柊，石原慶次，永屋和輝（理数科３年生） 

     ②ＥＳＣ2022－２（ＷＳＬ042） 

参加者：石原敦史，谷口新始，大島快昂，幸脇有孝（理数科２年生） 

（�）スーパーサイ�ンス�イスクール東海�ェスタ 2022 

主催：名城大学附属高等学校 

日時：令和４年７月 16 日（土）（Ｚｏｏｍ ｌｉｖｅ発表） 

   令和４年７月 11 日（月）～23 日（土）（ｏＶｉｃｅ発表） 

ＳＳＨ生徒研究発表会 
ポスター発表 
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Ｚｏｏｍ ｌｉｖｅ発表 奨励賞 

発表内容：「セルロースを原料としたバイオエタノール生成の探究」 

発表者：安藤優，片田ゆの（理数科３年生） 

ｏＶｉｃｅ発表 

①発表内容：「買い占め問題」 

発表者：市岡莉玖，大脇侑也，湯藤真悟（理数科３年生） 

②発表内容：「音を大きく伝えるメガホンの条件」 

発表者：永冶弦樹，藤原克樹，吉村健（理数科３年生） 

③発表内容：「回転数によって曲がり幅は変わるのか」 

発表者：大津公十，小川直，可知陽来（理数科３年生） 

④発表内容：「化学カイロに関する研究」 

発表者：神谷和敬，成瀬伸太郎，脇坂涼馬（理数科３年生）  

⑤発表内容：「ペニシリンの抽出」 

発表者：加藤真穂，井田愛花，遠山若夏菜（理数科３年生） 

    ⑥発表内容：「納豆菌の有効利用」 

発表者：鈴村果恋，松岡花奈，山田朔藍，林美奈（理数科３年生） 

    ⑦発表内容：「笠置山の麓に発生する盆地霧について」 

発表者：大橋龍斗，藤井智文（理数科３年生） 

（ｃ）令和４年度���生�研究発表会 

主催：文部科学省，国立研究開発法人科学技術振興機構 

日時：令和４年８月３日（水），４日（木） 

会場：神戸国際展示場 

ポスター発表 発表内容：「完全数」 

発表者：石原慶次，鈴木望，永屋和輝，小西光柊（理数科３年生） 

（�）� 1� 回高校生バイオサミットｉ�鶴岡 

主催：高校生バイオサミット実行委員会（慶應義塾大学先端生命科学研究所，山形県，鶴岡市）  

日時：令和４年８月４日（木）１次審査（研究レポート） 

令和４年８月８日（月）１回戦（Ｚｏｏｍライブプレゼン） 

１次審査通過，１回戦進出 

①発表内容：「微生物と葉の分解速度の関係」 

発表者：今井悠人，濵島明朗，成瀬恵叶（理数科３年生） 

②発表内容：「微生物発電」 

発表者：大江修裕，田口豪己，三好駿斗，西尾徹太（理数科３年生） 

③発表内容：「シロアリの被害抑制」 

発表者：小池晃広，小林航輝，稲葉義直，直井友洋（理数科３年生） 

④発表内容：「手指消毒用エタノールの効果を探る」 

発表者：新井美悠，安藤ひより，堀七菜実，宮川遥（理数科３年生） 

⑤発表内容：「白色腐朽菌を使った強固なブロックの制作」 

発表者：市川巧真，鈴木瑛人，佐藤常（理数科３年生） 

（ｅ）日本動物学会� �� 回早稲田大会高校生発表 

主催：公益社団法人日本動物学会 

日時：令和４年９月 10 日（土） 

会場：早稲田大学早稲田キャンパス 14 号館 

ポスター発表 高校生ポスター賞 

発表内容：「ヒメダカのイソフラボン・フィトエストロゲン経口摂取による性転換」 

発表者：棚橋希々花，長谷川彩陽（理数科３年生） 

（�）核融合科学研究所オープンキャンパス 

主催：大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 

日時：令和４年９月 10 日（土）（オンライン開催） 

プレゼンテーション発表 

①発表内容：「ドミノ倒し」 

発表者：伊藤穂，原新芽，成瀬裕介（理数科３年生） 

②発表内容：「送風機の羽の形状は起こす風にどのように影響するのか」 
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発表者：丸野智弘，田口康輝，若山瑶平（理数科３年生） 

③発表内容：「燃料電池」 

発表者：渡辺剛生，伊藤孝晟，松井幹太，吉村悠真（理数科３年生） 

（�）����理�女子 � 1� 回女子生�による科学研究発表��会 プレ大会���� 

主催：学校法人ノートルダム清心学園 清心中学校清心女子高等学校 

日時：令和４年９月 17 日（土）（オンライン開催） 

プレゼンテーション発表 

①発表内容：「サビと合金」 

発表者：鷹見春音，髙井天，古山雅恵（理数科３年生） 

②発表内容：「ジュースの凍り方」 

発表者：伊藤静香，太田夏芽，熊澤咲季（理数科３年生） 

③発表内容：「食品ロスから考える紫外線発光」 

発表者：伊藤由樹那，曽我美桜，西尾優那（理数科３年生） 

（�）� �� 回岐阜県��生�科学作品� 

主催：岐阜県教育委員会，岐阜県市町村教育委員会連合会 

日時：令和４年 10 月 29 日（土），30 日（日） 

会場：岐阜県総合教育センター  

入選①出品内容：「完全数」 

出品者：石原慶次，鈴木望，永屋和輝，小西光柊（理数科３年生） 

②出品内容：「「一歩前へ」は何㎝?」 

出品者：岩島圭汰，溝口大雅，北原崇稔，柘植健太郎（理数科３年生） 

③出品内容：「ジュースの凍り方」 

出品者：伊藤静香，太田夏芽，熊澤咲季（理数科３年生） 

④出品内容：「食品ロスから考える紫外線発光」 

出品者：伊藤由樹那，曽我美桜，西尾優那（理数科３年生） 

⑤出品内容：「笠置山の麓に発生する盆地霧について」 

出品者：大橋龍斗，藤井智文（理数科３年生） 

出品⑥出品内容：「買い占め問題」 

出品者：市岡莉玖，大脇侑也，湯藤真悟（理数科３年生） 

⑦出品内容：「音を大きく伝えるメガホンの条件」 

出品者：永冶弦樹，藤原克樹，吉村健（理数科３年生） 

⑧出品内容：「ドミノ倒し」 

出品者：伊藤穂，原新芽，成瀬裕介（理数科３年生） 

⑨出品内容：「回転数によって曲がり幅は変わるのか」 

出品者：大津公十，小川直，可知陽来（理数科３年生） 

⑩出品内容：「送風機の羽の形状は起こす風にどのように影響するのか」 

出品者：丸野智弘，田口康輝，若山瑶平（理数科３年生） 

⑪出品内容：「手作り石けん」  

出品者：太田喬統，成瀬拓叶，古井陽斗（理数科３年生） 

⑫出品内容：「サビと合金」 

出品者：鷹見春音，髙井天，古山雅恵（理数科３年生） 

⑬出品内容：「化学カイロに関する研究」 

出品者：神谷和敬，成瀬伸太郎，脇坂涼馬（理数科３年生） 

⑭出品内容：「栗のイガから繊維を作る」 

出品者：大野真穂，北原優月（理数科３年生） 

⑮出品内容：「燃料電池」 

出品者：渡辺剛生，伊藤孝晟，松井幹太，吉村悠真（理数科３年生） 

⑯出品内容：「ペニシリンの抽出」 

出品者：加藤真穂，井田愛花，遠山若夏菜（理数科３年生） 

⑰出品内容：「ヒメダカのイソフラボン・フィトエストロゲン経口摂取による性転換」 

出品者：棚橋希々花，長谷川彩陽（理数科３年生） 

⑱出品内容：「微生物と葉の分解速度の関係」 

出品者：今井悠人，濵島明朗，成瀬恵叶（理数科３年生） 
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⑲出品内容：「微生物発電」 

出品者：大江修裕，田口豪己，三好駿斗，西尾徹太（理数科３年生） 

⑳出品内容：「納豆菌の有効利用」 

出品者：鈴村果恋，松岡花奈，山田朔藍，林美奈（理数科３年生） 

㉑出品内容：「シロアリの被害抑制」 

出品者：小池晃広，小林航輝，稲葉義直，直井友洋（理数科３年生） 

㉒出品内容：「手指消毒用エタノールの効果を探る」 

出品者：新井美悠，安藤ひより，堀七菜実，宮川遥（理数科３年生） 

㉓出品内容：出品内容：「白色腐朽菌を使った強固なブロックの制作」 

出品者：市川巧真，鈴木瑛人，佐藤常（理数科３年生） 

㉔出品内容：「セルロースを原料としたバイオエタノール生成の探究」 

出品者：安藤優，片田ゆの（理数科３年生） 

（�）� 20 � 生活���ンクール（���2022 プロジ�ク�） 

主催：東京家政大学ヒューマンライフ支援機構 生活科学研究所 

日時：令和４年９月 

    論文審査 努力賞 

出品内容：「「一歩前へ」は何㎝?」 

出品者：岩島圭汰，溝口大雅，北原崇稔，柘植健太郎（理数科３年生） 

（�）岐阜県自然科学�部活�研究発表・��会  

主催：岐阜県高等学校文化連盟，岐阜県高等学校文化連盟自然科学部会 

日時：令和４年 11 月 12 日（土） 

会場：岐阜大学（講堂，多目的ホール，体育館） 

    口頭発表・ポスター発表 審査員特別賞 

発表内容：「イシクラゲの活用」 

発表者：足立美空（理数科２年生）,佐々木遥香（普通科１年生）,水島由貴（理数科１年生） 

（�）科学の�子�岐阜県大会 

主催：岐阜県教育委員会 

日時：令和４年 11 月 19 日（土） 

会場：岐阜県総合教育センター 

Ａチーム ５位 

参加者：鈴木健生，林莉乃，原綾音，六鹿瑞，浅野崇斗，市川莉子（理数科２年生） 

Ｂチーム ３位 

参加者：伊藤遼祐，曽我麟太郎，中田陽寿，西田蒼太，原悠輔，藤本晴斗（理数科１年生） 

（�）ロボカップジュニア中津川ノード大会 �ールドリー�・�ス�ュー部�  

主催：ロボカップジュニアジャパン岐阜ブロック運営委員会 中津川ノード 

日時：令和４年 11 月 20 日（日） 

会場：中津川市子ども科学館 

Ａチーム １位・県大会出場権獲得 

     参加者：沖田敦哉，可知幸真，西尾功己，平岡大祈（理数科２年生） 

    Ｂチーム ２位・県大会出場権獲得 

参加者：亀山煌介，伊藤遼祐，宇野龍多郎，久保俊二（理数科１年生） 

（�）ロボカップジュニア中津川ノード大会 �ールドリー�・�ッカー・ライ���イ�部� 

主催：ロボカップジュニアジャパン岐阜ブロック運営委員会 中津川ノード 

日時：令和４年 12 月 10 日（土） 

会場：中津川市子ども科学館 

Ａチーム １位・県大会出場権獲得 

参加者：石原敦史，谷口新始，大島快昂，幸脇有孝（理数科２年生） 

    Ｂチーム ３位・県大会出場権獲得 

参加者：伊藤康生，魚住拓海（普通科１年生），菱田幸宏（理数科１年生） 

（�）ロボカップジュニア岐阜ブロック大会 �ールドリー�・�ス�ュー部� 

主催：ロボカップジュニアジャパン岐阜ブロック運営委員会， 

一般社団法人ロボカップジュニアジャパン，ロボカップジュニア大垣振興会， 

ロボカップジュニア大垣ノード 
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日時：令和４年 12 月 18 日（日） 

会場：大垣市情報工房 

Ａチーム ４位 

     参加者：沖田敦哉，可知幸真，西尾功己，平岡大祈（理数科２年生） 

    Ｂチーム ６位 

参加者：亀山煌介，伊藤遼祐，宇野龍多郎，久保俊二（理数科１年生） 

（�） ロボカップジュニア岐阜ブロック大会 �ール��ーグ・�ッカー・ライトウ�イト部� 

主催：ロボカップジュニアジャパン岐阜ブロック運営委員会， 

一般社団法人ロボカップジュニアジャパン 

日時：令和５年１月９日（祝・月） 

会場：郡上八幡青少年センター 

Ａチーム ８位 

参加者：石原敦史，谷口新始，大島快昂，幸脇有孝（理数科２年生） 

    Ｂチーム 

参加者：伊藤康生，魚住拓海（普通科１年生），菱田幸宏（理数科１年生） 

（�）スーパー�イスクールセッション 

主催：岐阜県教育委員会，岐阜大学地域協学センター 

日時（第１回）：令和４年６月 19 日（日） 

（第２回）：令和４年７月 16 日（土） 

（第３回）：令和４年８月 27 日（土） 

会場：岐阜大学 全学共通教育棟コモンズ１Ａ・１Ｂ，28 教室，多目的ホール 

参加者：村田朝熊，丸山みい菜，山本春花（普通科２年生） 

 
（ア） ��の観点 

・ 研究課題を解決するために仮説・実験（観察，調査）・考察という科学の基本的手法により研

究を進めることで，論理的思考力を高めることができたか。 

・ 研究成果を，外部に向けて発表することができたか。同時にプレゼンテーション能力を高める

ことができたか。 

・ 自ら課題を発見し，仲間とその課題を解決する方法を探究できたか。 

（イ） �� 

   課題研究は，本校ＳＳＨ事業の柱となる活動である。課題研究のテーマ設定に当たり，90％以上

の研究班が主体的にテーマ設定を行うことができた。これには本校で特にテーマ設定や情報収集に

時間を割いている結果が現れており，日常生活に根差した課題や疑問点を研究テーマに設定する班

も多く見られた。 

研究の指導では仮説・実験・考察の基本的手法についてグループ内で検討させ，進めることがで

きた。研究を進める際，生徒一人一人に研究ノートを作成させることや，見通しを持って研究に取

り組めるよう１年間を３つのタームに分け，タームごとに達成すべきことを提示するようにした。

生徒自身が短い期間における研究スケジュールを作成し，実施，検討を繰り返しながら実践するこ

とで，従前の課題であったデータの収集量を増加させることができた。今後はこれらの指導方法を

確立し，３年間をとおして研究の基本姿勢を育てるようにさらに検討を行っていく。 

今年度は，新型コロナウイルス感染症対策が緩和の方向に向かった影響もあり，３年生が参加し

た外部発表がオンラインによる発表だけでなく，現地へ参集して発表する形式をとるものが見られ

た。社会の変化に対応して求められる形式に沿った発表の方法を考え，実現できたことは，課題研

究をとおして培った仲間と協働的に問題解決に挑む実行力によるものであると考えられる。また，

２年生においてはどちらの発表形式にも対応できるように課題研究発表会の実施方法を改善した。

昨年度の各教室でのプレゼンテーション発表を土台としつつ，代表班のみ全校の前での参集型の発

表を行った。どちらの発表形式も生徒が主体となって行われたことは，研究分野のみならず，あら

ゆる問題を自身で発見し探究する，問題発見能力やそれを解決するために必要な論理的思考力，実

行力等が育まれていることを示す結果となった。 

今後は発表内容の精度をより高め，科学的な知見を組み込んだ論理的思考による実験設計や，自

身が設定したテーマに対する正確な問題設定，解決方法の模索といった研究へのアプローチに関す

る改善を積極的に行い，質の高い課題研究となるように改善を行っていく。 
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（２） スーパーサイエンスＬ ～論理的思考力の育成～ 
 

 論理的思考の構造である三角ロジックを小論文・ディベート・プレゼンテーションの実践をとおして

身に付けることで，論理的な思考力と表現力を育成することができる。 
 

 
（ア） 科目の位置付け 

論理的思考の構造である三角ロジックをディベート・英語プレゼンテーションの実践をとおして

身に付けることで，論理的な思考力と表現力と，さらに英語による議論の素地となる論理的思考力

や表現力を育成する。また，その過程で情報検索，レポートやプレゼンテーションのスライド作成，

コンピュータを用いた数学の問題解決などを取り扱うことで，「社会と情報」が目指している情報

リテラシーと情報処理能力の育成を実現することができるため，学校設定科目として「スーパーサ

イエンスＬ（ＳＳＬ）」を設置し，２年次生では「社会と情報」（２単位）の代替とする。 

 

（イ） 研究内容・方法 

�  「論理的思考の構造」�講義「論理的思考とは」（英語による講義） 

目的  理論に基づいた考え方は母語や背景知識が異なる相手に

でも適切に伝わるものである，という内容を生徒が学ぶこ

とを目的とする。日常生活の中で我々が常識や前提と考え

ている物事の多くは，異なる文化においては非常識であり

得る。したがって，ある主張を「正しい」と証明するため

には物事を多角的に観察し，違う角度から確認してもそれ

が事実であると証明できなくてはならない。今後科学につ

いての探究活動を行っていく生徒たちに対してその気づき

を促すための第一歩として，外国語（英語）を用いながら

異なる価値観をもった相手にも受け入れられる考えとはど

のようなものかについて講義を行った。 
日時  令和４年４月 19 日（火） 14:40～15:25 

場所  本校地学実験室 

対象   理数科第１学年（２クラス）80 名 

内容  “What is Logical Thinking？（論理的思考とは何か）”を演題とし，英語での講義

を行った。「論理的」という箇所を“How to make your speech easy to understand（ス

ピーチを分かりやすくする方法）”と解釈し，自身の主張を適切に伝えることの重要性

を説いた。論理的に意見を述べるための具体的な手法として「主張→理由→データ」の

順に主張を展開する「三角ロジック」を紹介している。「三角ロジック」においては主

張と根拠の因果関係が明らかであること，根拠がデータに裏付けされていることに留意

する必要がある。また信頼できるデータを用いることの大切さについても確認をした。

講義後半では日常的な話題を具体例として取り上げ，生徒はペアで根拠やデータを挙げ

ながら主張を述べる活動を行った。       

≪成果≫ 

生徒たちが論理的に意見を述べることの重要性を認識できたこと，またその方法として

「三角ロジック」の概要を理解することができたことが一番の成果といえる。多くの生徒が

自身の日常生活を振り返る中で，言語活動が同じ文化において共有する価値観や知識にいか

に依存しているかについて考えることができた。また，こうした情報を共有しない相手に対

しても適切に理解を促すための手法を身に付けることの重要性についても気付くことがで

きた。 

≪課題≫ 

今回の講義の中では「Ａという主張は是である，非である」という単純な主張の中で三角

ロジックを活用した。課題研究活動における科学研究など，より複雑な条件が絡む提言にお

いて三角ロジックを活用するためには一層の訓練が必要である。 

 

 

 

講義・ペアワークの様子
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�  �論理的思考の実践��実��活用講座� 

（�）実��情報活用講座� 

目的  紙媒体と電子媒体のそれぞれの利点を理解した上で情報を適切に収集する方法を学

び，今後の課題研究に活かせるようにする。 
日時  令和５年２月 14 日（火） 

場所  本校図書室 

対象   理数科第１学年（２クラス）80 名 

内容  研究テーマに関するキーワードの整理方法，図書資料や学術論文の探し方，年鑑や図

鑑といった参考図書の種類や活用方法など，図書館を活用した情報収集方法を学んだ。

また，収集した情報の信頼度を見極める観点についても学んだ。 

 

（�）実��論文検索活用講座� 

目的  課題研究を行うに当たって，今までにどのようなことがわ

かっているのかは非常に重要である。自身のテーマの方向性

を決める上で，参考になる文献を正確に調べる能力が必要と

なる。本講座では参考文献として，よく取り上げられる論文

は，どのような文献なのかを知るところから，いかに調べる

のか，どのように活用するのかを知り，実際に活用すること

を目的とする。 
日時  令和４年９月 20 日（水） 

場所  本校地学実験室 

対象   理数科第１学年（２クラス）80 名 ２クラス合同で実施 

内容  論文が参考文献としてよく取り上げられる理由など，論文

そのものについて講義を行った。さらに検索エンジンを用い

て実際に論文を調べつつ，実際にどのように論文を書いてい

くのかという点も言及した。講義の中で課題研究のテーマ設

定を行う上で重要な点を確認しながら，自身がテーマとする内容について深く掘り下げ

る機会とした。 

≪成果≫ 

・専門的な内容における情報収集の選択肢の幅を広げることができた。 

・より専門的な研究内容になるような機会となった。 

・自身のテーマにしようとしている事柄について，関係がある論文を調べることで先行研究

を調べる姿勢につながった。 

・検索する時間を確保して，生徒の興味・関心に従って調べることができた。 

・研究における実験手法を，生徒自身が主体的に調べることにつながった。 

≪課題≫ 

・実施した教室のネットワーク環境があまり良くなかったため，検索に時間を要した。 

・引用の方法まで講義内容に組み込めると，より効果的であった。 

・課題研究におけるテーマ設定を意識させるよう，改善を図る。 

 

� �論理的思考の実践��日本語ディベート 

目的  科学的なものの見方とは，論理的かつ客観的なものの見方であり，その手法を学

び，実践，訓練することをねらいとして，日本語ディベートを位置付ける。 

ディベートについて講義で学んだ後，試合を行い，論題に対する意見をまとめた小

論文をルーブリックで評価する。同時に，課題研究における客観的データの扱いと分

析方法，英語による議論の素地となる論理的思考力の基礎を学ぶ。 

課題研究の授業との関連を強調し，複数の教員とチームティーチング形式で指導す

るために，校内で教員研修を実施し，論理的思考の育成や，ディベートの手法を取り

入れた授業を実施できるように成果を普及する。客観的データを用いて議論すること

で，課題研究への接続を図る。 

実施   令和４年４月～令和５年１月 

    対象  理数科第１学年（２クラス）80 名 

内容  論理的かつ客観的なものの見方を学び，日本語ディベートを行うことで科学的手法の

講義・論文検索の様子
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実践を行った。 

ディベートを始める前に，生徒は論理的思考についての講義を，論理的な言語である

英語で受講し，ディベートについて学んだ後，試合を行った。 

昨年度までに改善して実施した内容 

・複数教科の教員とのチームティーチングで行った。 

・年間をとおして指導主体となる教科担任を配置。課題研究の授業との関連を強調して

指導した。 
≪成果≫ 
 ・教科担任を入れ替え，理数科目以外（国語，保健体育）の教員と連携する体制を継続した。 
・指導内容をスモールステップ化し，論理的に考える習慣を定着する効果があった。 
・学びが深まり，力が身に付くよう，教材を改訂した。 
・「論理的思考」の講義・実習を行い，三角ロジックを意識した指導を行うことができた。 

・考え方や議論の手法を学び，説得力をもって意見を発表する，聞くという学習機会を与え

ることが，論理的思考を身に付けるために大きな効果があった。 

≪課題≫ 

     ・課題研究に科学的に紐付けする取組の工夫が必要である。 
 

� 「論理的思考の実践」�表�する「英語を��したプレゼンテーション講�」 

目的  「サイエンスリサーチⅡ」で行った研究を，英語でプレゼンテーションできるよう

にする。初めて聞く人も十分理解できるよう，プレゼンテーションを論理的に構成す

ること，分かりやすいパワーポイントスライドを作成すること，相手に伝わる発表を

することを段階的に学び，５分間のプレゼンテーションを作成，発表する。 

    ２月１日（水）に実施する「サイエンス・ダイアログ」において，海外からの研究

者に対して自分たちが行っている研究に関するプレゼンテーションを英語で行うこと

へ発展させる。 

実施   令和４年12月～令和５年２月 

対象  理数科第２学年（２クラス）81名 

内容  以下のように，段階的に指導を行った。 
 

12/7 
（水） 

英語プレゼンテーションの構成 
 ＡＬＴの研究発表を見て，英語プレゼンテーションの構成を理解する。 
 構成に沿って各セクションの内容を英語１，２文で書く。 

12/14 
（水） 

英語プレゼンテーション作成① 
 添削された英文を見直し，原稿を作成する。 

12/21 
（水） 

英語プレゼンテーション作成② 
原稿の修正を行う。効果的なスライドデザインについて理解する。 

冬休み グループ内で分担して原稿を作成する。 

１/11 
（水） 

英語プレゼンテーション作成③ 
スライドを作成する。グループ内で練習をする。 

１/18 
（水） 

リハーサル① 
サイエンス・ダイアログに向けてリハーサルを行い，教員の指導を受ける。

1/25 
（水） 

リハーサル② 
サイエンス・ダイアログに向けてリハーサルを行う。 

２/１ 
（水） 

サイエンス・ダイアログ 
各グループが６会場に分かれて英語プレゼンテーションを発表し，相互評価

する。講師またはＡＬＴより質問，提案を受ける。 

 

発表会  評価規準を変更し，ジェスチャー，アイコンタクトではなく，英語の発音の流暢さ，

研究内容の理解，質疑応答の的確さを軸として評価した。 
 

発話 

１ ただ発音している 

２ スムーズに発音している 

３ スムーズかつ強弱をつけて発音している 

原稿 

１ 終始原稿を見ている 

２ 時々原稿を見ている 

３ まったく原稿を見ない 
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内容 

１ 研究内容がまったく理解できなかった 

２ 研究内容が半分程度理解できた 

３ 研究内容が十分理解できた 

スライド 

１ 口頭発表の内容と一致していない 

２ 口頭発表の内容と一致している 

３ 口頭発表の理解の助けとなっている 

質疑応答 

１ 何も言えない 

２ 答えようとする努力をしている 

（質問を聞き返す，的確な解答ではないが返答を試みる等） 

３ 適切に答えることができている 

 

≪成果≫ 

・５分という短い発表時間の中で伝えるべきことを抽出する過程で，研究を振り返り内容と

課題を再確認することができた。 

・英語でプレゼンテーションをするにあたり，研究内容を翻訳することで，理解が曖昧にな

っている部分を明らかにし，論理的に整理することができた。 

・初めて聞く人にも分かりやすい発表，スライドになるよう，工夫と練習を重ねてスライド

や発表原稿を改善していくことができた。 

・練習した成果を発揮して発表ができた。講師の先生の質問に，苦労しながらも英語でやり

取りすることで，英語の学習への動機と達成感を得ることができた。 

≪課題≫ 

 ・英語による質疑応答のスキルは十分とは言えない。即興でも自分の考えを英語で伝えるこ

とができるようにしていく。また，本事業は生徒にとって非常に有意義だが，一定の効果

を得るための指導時間と人員の確保が難しい。 

 

� 数学発展 

目的  数学の取組の中で扱われる高度な内容を，現在の高等学校での学習内容と結び付け

指導することにより，理数系分野を学ぶ必要性や重要性を生徒に自覚させ，学習意欲

を高める。また，コンピュータを利用して数学の発展的内容を追究する姿勢を育て，

今後の数学の学習活動に役立てる。 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対策のため，今年度の開催は中止とした。 

 
 

（�） ��の観� 
ａ 客観的なデータの扱い，論理的な思考が身に付いたか。 
ｂ 外国語によるプレゼンテーションの技能が身に付いたか。 
ｃ 情報処理の技術を習得し，課題に見合った方法でまとめることができたか。 

（イ） ��の内容 
ディベート学習をとおして，理論的に考察し相手に伝えるためのスキルとして，客観的なデータ

を用いることや議論の組み立て方の重要性を効果的に認識させることができ，論理的な思考力とコ

ミュニケーションの方法を身に付けることができた。 
これまでの取組を日本語ディベートに関連付け，地域が抱える社会的な課題についてデータを収

集し解析しながら議論する活動として行った。地域の課題に関わりある客観性をもつデータを用い，

データから導き出される解釈を，グループ内で互いに討論しながら探り，議論を構築していった。

論理的に考え，表現する活動に継続的に取り組んだことで，それらの能力を学習で生かす意欲の向

上につながり，身に付けた力を課題研究で活用する基盤づくりができた。 
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（３） スーパー�イエンス�：恵那�究� ～科学への興味・関心の�起～ 

� �� 

野外実習や研究機関等との連携による実験・実習や結果の分析・考察を行うことで，科学への

興味・関心を高め，実験技術や論理的思考力など，理数系分野の専門家に求められる基礎的な考

え方と科学的態度を育てることができる。他校の生徒や中学生との交流をすることで表現力・コ

ミュニケーション能力を養うことができる。 

 

�  ������� 

� 理数科学�究講座（理数科対象）  

（�）エネルギーセミ�ー（核融合科学研究所研修） 

    目的  将来のエネルギー問題について考える。核融合科学研究所において，制御室等の見学

及び核融合についての講義を実施する。高度な科学技術や研究者と関わり，将来の自分

の姿を抱かせる。 

日時  令和４年６月 17 日（金） （２年６組） 

令和４年７月１日（金） （２年５組） 

対象  理数科第２学年（２クラス）81 名（引率 本校教員  ４名） 

場所  大学共同利用機関法人自然科学研究機構 核融合科学研究所 

日程  ９:00     恵那高等学校発 

９:45     核融合科学研究所着 

10:00～11:00 事前講義（管理・福利棟４階第１会議室） 

11:10～11:15 見学説明（注意事項・イヤホン使用方法説明） 

11:15～12:05 Ａ，Ｂ班：昼食／Ｃ，Ｄ班：制御室等の施設見学 

12:05～12:55 Ａ，Ｂ班：制御室等の施設見学／Ｃ，Ｄ班：昼食 

13:00～14:50 実験講座（グループごと） 

15:10～15:30 報告会 

15:30～15:40 アンケート記入 

15:45～16:00 核融合科学研究所発 

17:00     恵那高等学校着 

   内容  核融合を地上で起こすために必要な基礎研究や装置の開発について事前研修を行い，

研究所の研究者による講義を受け，施設を見学した。午後は班ごとにプラズマ放電，コ

ンピュータシミュレーションなどの実験講座に参加した。 

 

（�）野外実習（�マー�イエンスセミ�ー） 

目的  若狭湾の地形や生物の観察を通して，自然の仕組みを理解する。実習を通して科学的

なものの見方を養い，論理的思考力の向上を目指すとともに，進路を考える機会とする。 

日時  令和４年７月 27 日（水）～７月 29 日（金） 

対象  理数科第１学年（２クラス） 80 名（引率 本校教員  ７名） 

場所  福井県海浜自然センター，福井県立大学生物資源学部小浜キャンパス， 

滋賀県立琵琶湖博物館 

内容 （１）磯採集 

（２）プランクトン観察 

（３）ウニの人工受精と発生実験 

（４）海藻の色素分離と海藻標本の作製 

（５）滋賀県立琵琶湖博物館研修 

日程  

日付 時間 行程 

７ 

月 

27 

日 

（水） 

７:00 本校 集合・出発 

10:15 海浜自然センター 着 

10:30～16:00 実習①磯採集 実習②プランクトン観察 

16:00 海浜自然センター発 

16:30 三方青年の家 着 入所式 

20:30～22:00 学習（各自の課題） 
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新型コロナ感染症対策として，クラスごとに１日目と２日目の日程を入れ替えて実施。 
 

（�）生命科学セミナー� 

目的  本校は全国に先駆けて遺伝子組換え実験に取り組んできた。遺伝子組換えやゲノムの

解読というテーマをとおして，研究者としての正しい生命観，倫理観をはぐくむ。 

感染症拡大に伴う対策のため開催を中止し，生命科学セミナーⅡで代替した。 

 

（�）���ンス�ーク 

（�）中学生ＳＳＨ体験 

目的  ＳＳＨ事業を紹介し，研究成果を普及するとともに，コミ

ュニケーション能力の育成を図る。また，地域の中学生が科

学への興味・関心を高める機会とする。 

日時  令和４年８月３日（火），４日（水） 

場所  本校ＨＲ教室 

対象  理数科第３学年 課題研究代表班 

「「一歩前へ」は何㎝？」「ジュースの凍り方」「微生物発電」 

「ドミノ倒し」「ペニシリンの抽出」 

日程  9:45～10:10 

内容  夏季休業中の中学生一日体験入学において，３年生課題研究の口頭発表を行い，プ

レゼンテーション能力を高めるとともに，課題研究の成果を普及した。 

 

（�）���ンス�ーク「あつまれ���の研究者��」 

目的  高校生と理系の研究に関心のある中学生の交流を行う。

実験講座，課題研究のポスター展示，研究交流会をとおし

てＳＳＨ事業への関心と理解を深める。 

日時  令和４年 10 月 29 日（土）  8:30～12:00 

場所  本校物理実験室，会議室 

対象  地域の中学生(１年生～３年生)22 名，保護者８名，地域

の小中学校教員２名，本校科学部 

内容  第１部：実験講座「ピンホールレンズの不思議」 

第２部：中高生による自由研究交流会 

13 の中学校から 11 名の中学生と，理数科２年生１グループが課題研究の内容発

表。科学部の生徒１名が自由研究の成果を発表し，お互いに質疑応答をとおして交

流を深めた。 

 

（�）出前講座 

目的  ＳＳＨ事業の紹介や研究成果を普及し，コミュニケーション能力の育成を図る。 
地域の中学生が科学の楽しさに触れ，興味をもつことができる機会とする。 

日時  令和４年 12 月 22 日（木） 
場所  中津川市立第二中学校 
対象  理数科第２学年 課題研究物理班 

７ 

月 

28 

日 

（木） 

８:15 三方青年の家 発 

９:45 福井県立大学 着 

10:00～15:00 実習③ウニの人工受精 実習④海藻実習（海藻の色素分離，海藻標本作製）

15:30 福井県立大学 発 

16:30 三方青年の家 着 

20:30～22:00 学習（各自の課題） 

７ 

月 

29 

日 

（金） 

９:00 三方青年の家 発 

11:00 琵琶湖博物館 着 

11:00～14:00 実習� 滋賀県立琵琶湖博物館 館内見学 

14:00 琵琶湖博物館 発 

16:30 本校 到着・解散 

代表班による発表 

実験講座 
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内容  地域の中学校へ赴き，課題研究の内容をプレゼンテーションした。 
    発表内容「水はねの最高到達点の高さの法則」（物理分野） 

 
（�）えなしこ�も��スタ 2022 

目的   自治体主催の行事に参加し，小学生や来場者に科学の楽しさ，魅力を体感させる。 

日時  令和４年７月 23 日（土）～24 日（日） 

場所  恵那文化センター 

対象   生徒 26 名（引率 本校教員４名） 

内容  「ストローで作る多面体」，「バランストンボ」 

地域の小学生，幼稚園・保育園児，未就園児を対象とした恵那市主催のイベントに

参加し工作の指導を行った。本校ブースには２日間で 82 人の来場者があった。参加

生徒はすべて意識の高い希望者によるボランティアであった。 

 

（�）科学講演会 

（�）開講�念講演 
目的   光通信技術の第一人者である末松安晴栄誉教授の講演

を聴き，先生の歩まれた足跡をとおして光通信技術の進歩

を理解しながら，科学の研究に対する姿勢について学ぶ。 

日時  令和４年５月 10 日（火） 13:55～15:25 

場所  本校地学実験室 

講師  東京工業大学 末松 安晴 栄誉教授 

対象   理数科第１学年（２クラス）80 名 

演題  「つながる世界の情報通信技術」 

内容  研究が成り立つための現実的な側面，これまでの文明と科学技術の発展についての

歴史について，自身の研究の軌跡をもとに講義を受けた。科学技術史，現代の情報化

社会を支えるインターネットがいかに作り上げられたかが主題の講演であった。研究

に対する信念を知り，学ぶことの意識を高める貴重な機会であった。 
 

（�）サマーサイエンスセミナープレレクチャー 

目的  理数科第１学年を対象とした，スーパーサイエンスＲの

サマーサイエンスセミナーにおける海藻の色素と分類の

実験・実習のプレレクチャーとして，海藻の多様性と有用

性についての講義を受ける。 
日時  令和４年７月 12 日（火） 10:30～12:10 
場所  本校視聴覚室 

講師  福井県立大学海洋生物資源学部 佐藤晋也 教授 

対象  理数科第１学年（２クラス）80 名 

演題  『藻類と進化』 

内容  サマーサイエンスセミナーにおける海藻の色素と分類の実験・実習のプレレクチャ

ーとして，福井県立大学海洋生物資源学部佐藤晋也教授から『藻類と進化』と題し

た講義を受けた。藻類の分類系統や生育環境に合わせた藻類の進化や構造の不思議

さについての講義があった。 
 

（�）科学講演会 

目的  研究開発を行っている研究者の講演会を行うことで，最先端の研究に触れ，生徒

の知識や意欲の向上を図る。新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う授業時数の変

更等の理由により，今年度の開催を中止とし，オンラインによる講座の内容で代替

した。 
 

（�）サイエンス・�イアロ� 

目的  恵那高等学校ＳＳＨ事業の目標の一つである「国際性の育成」のための事業の一

環として, 最先端の研究現場にいる国際的な研究者とのコミュニケーションによっ

て, 科学や海外の文化を身近に感じると同時に, 研究者という職業の実際を知る。

オンラインによる講演

プレレクチャーの様子
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また, 自分たちが行っている研究に関するプレゼンテーションを英語で行うこと

で，国の枠を超えて研究成果を発信する能力の素地を作る。 

日時  令和５年２月１日（水） 13:45～15:25 

場所  ６限 本校物理実験室，化学実験室, 地学実験室 

７限 本校物理実験室，化学実験室，生物実験室, 地学実験室, 

   会議室，第２講義室 

講師  ①Thomas Martin BYRNE 博士（南山大学理工学部） 

②Md.Matiur RAHMAN 博士（岐阜大学応用生物科学部） 

③Raquel Filomena PEREIRACOSTA 博士（日本モンキーセンター学術部） 

対象  理数科第１，２学年（４クラス）161 名 

演題  ① 最も素晴らしい場所：立地分析における若手研究者の仕事と人生 

② バングラディシュにおける獣医学教育 

③ なぜゴリラにはソーシャルディスタンスが必要か？観光客への近接とリスク 

内容  本校では 15 回目の事業となる。３年ぶりに対面で実施できた。前半は生徒が希望

する講義をそれぞれ聴講し，講義に関する質疑応答を行った。後半は６会場に分か

れ２年生の生徒たちが自分たちの課題研究に関するプレゼンテーションを英語で行

い，講師の先生からの質疑や研究への助言を受けた。１年生はこれらの講義，発表

会を見学した。 

 

（�）数学セミナー 
目的  数学の専門領域の講義を聴き，数学への興味・関心を高めるとともに，進路について

考えを深める。例年，千葉大学大学院から安藤哲哉准教授を招いての講演だが，新型コ

ロナウイルス感染症拡大に伴う対策のため，今年度の開催は中止とした。 

 

Ⅱ サイエンス��� 
（�）生命科学セミナーⅠ 

目的  普通科を対象に遺伝子組換え実験を行う。ＳＳＨ事業の普通科への拡大の一環とし，

平成 24 年度から普通科第１学年（全クラス）で本事業を行っている。 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対策のため，今年度の開催を中止とし，生命科

学セミナーⅡで代替した。 

 

（�）生命科学セミナーⅡ 

目的  生命科学分野での先端的実験を体験することによって，学習意欲の向上を図り，遺伝

子と遺伝子工学の可能性について考えるとともに実験での基本的手法を学ぶ。今年度受

講生は，次年度の探究講座「生徒によるバイオサイエンス講座」にてＴＡを務める。 

日時  令和４年 12 月４日（土） 

場所  岐阜県先端科学技術体験センター 

対象  全校生徒の希望者 20 名（引率 本校教員３名） 

講師  岐阜県先端科学技術体験センター 

    古田健也 氏，和田尚子 氏，大山智美 氏，石田素子 氏 

内容  「生命科学セミナーⅠ」の代替とした本校教員（生物）による事前講義(12 月１日)を

校内と併せて実施した。希望者を対象に，岐阜県瑞浪市の岐阜県先端科学技術体験セン

ターにおいて，「ＤＮＡ型鑑定入門」と「科学捜査入門」を行った。 
 

（�）地学講座「火山学入門」 

目的  地球の地殻変動を直接観察できるハワイの火山島として

の特徴や日本の火山の特徴を理解し，マグマができる仕組み

など身近な科学に興味･関心をもち，地球環境について考え

る機会とする。 

日時  令和４年 12 月８日（木） 16:00～18:00 

     令和４年 12 月 15 日（木） 16:00～18:00 

場所  本校地学実験室 

対象  全校生徒の希望者と科学部員 (８日 13 名，15 日 11 名) 

講義と実習
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講師  信州大学理学部地質科学科 齊藤 武士 教授 

    内容  「火山学入門」と題し，プレートの移動とマントル対流，地球の形成と地球内部の温

度構造，マグマの種類と噴火，溶岩と造岩鉱物，日本の火山の特徴，ハワイ諸島の火山

の特徴についての講演であった。 

 

（�）地学講座「天体観測入門」 

目的  天体観測の基礎知識と技術について学び，実際に観測を行うことで地球の大きさを求

める方法について考察する。例年は，東京大学宇宙惑星科学機構の三戸洋之先生に講義

をしていただくが，新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対策のため，今年度の開催は

中止とした。 
 

（�）理科実験講座 

目的  地域の小・中学校の教員を対象として，理科の実験にかかわる知識と技能の習得，向

上を目指すとともに，探究活動の方法を広く普及する。小・中学校における理科の授業

の質の向上が，理科好きの子どもを増やすことにつながることもねらいとする。 

日時  令和５年８月３日（水） 13:00～16:00 

場所  本校化学実験室 

対象  恵那市内の小・中学校の教員 

講師  本校理科教員，実習助手 

内容  金属の銅の化学反応を題材として，化学分野「銅元素の保存」及び，顕微鏡の取り扱

いを題材とした生物分野「顕微鏡の観察」の講座を開いた。また，予め行ったアンケー

トに基づき，新型コロナウイルス感染症の拡大で中学校での実施が困難な実験の代替実

験を提示した。 

 

  � つくば�イエンス�アー（�校生�から希望者を��） 

目的  筑波学園都市において自然科学や科学技術に関する最先端の施設と展示物を見学，体

験するとともに，レポート作成をとおして，学校では体験できない科学の世界に触れ，

自然科学と技術への興味と関心を高め，進路について考える機会とする。 

日時  令和５年１月７日（土）～１月８日（日） 

対象  １，２年生の希望者 32 名（引率 本校教員５名） 

場所  ＪＡＸＡ筑波宇宙センター，ＫＥＫ（高エネルギー加速器研究機構） 
地図と測量の科学館（国土地理院），筑波実験植物園（国立科学博物館） 
地質標本館（産業技術総合研究所），つくばエキスポセンター 

内容  事前研修で研修をとおして身に付けたい力や学びたいことについて，研修テーマを設

け，現地において各自で研修テーマに沿った研修を行った。日本をはじめ世界を支える

科学技術に触れることで，自然科学と技術への興味と関心を高めた。自分自身の疑問を

解消し，学校の学びと自然界の事象を結びつけて考えることで，学習の意欲を高めた。 

 

� 科学系部活動の活性化 

実験実習や先端科学技術の講演会などをとおして得られる知識を生かし，科学技術に関する探究

活動及び研究発表を行うとともに，科学オリンピックへの参加を促進した。自ら研究活動に取り組

む自然科学系部活動の活性化を支援した。 

（�）科学部の活動 

目的  様々な自然現象や自分たちが住む自然環境を科学的に観察する能力を育てる。また，

科学が楽しいものであるという認識や科学の方法，科学的思考力を培い，科学，技術，

地図と測量の科学館 ＫＥＫ 筑波実験植物園 
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環境の大切さを理解できる人材を育てる。 

日時  授業日の放課後 

場所  本校物理実験室，生物実験室 

対象  科学部員 

内容  部活動全体の研究テーマとグループごとの研究テーマをもち，実験観察を行い検証し

た。また，調査活動を行い，その中で研究データの蓄積や研究用試料の採集を行った。 

【個人・グループでの研究】 

「自律制御型ロボットの製作」（ロボカップジュニアへの挑戦） 

「缶サット（模擬人工衛星）の製作」 

「イシクラゲの活用」 

「雲の発生と天気予測」 

「植物の成長に音楽が与える影響」 

【事業への参加や特別な活動】 
事業名 月日 場所 

ロボカップジュニア・ジャパンオープン 2022

けいはんな 

・研究向上講座 

・自然観察会 

・サイエンスパーク 

・自然科学系部活動研究・発表交流会 

（審査員特別賞）「イシクラゲの活用」 

・科学の甲子園岐阜県大会 

・地学講座火山学入門 

ロボカップジュニア 岐阜ブロック大会 

レスキュー競技 

サッカー・ライトウェイト部門（ベスト８）

 

4 月 23 日（土）

24 日（日）

6月 11 日（土）

10 月 15 日（土）

10 月 29 日（土）

11 月 12 日（土）

 

11 月 19 日（土）

12月8・15日（木）

 

12 月 18 日（日）

1月 9日（月） 

けいはんなオープンイノベーションセン

ター 

岐阜大学 

瑞浪市化石博物館 

恵那高等学校 

岐阜大学 

 

岐阜県総合教育センター 

恵那高等学校 

 

大垣情報工房 

郡上八幡青少年センター 

 

 

（�）科学の甲子園（岐阜県予�） 

目的  理科や数学，情報などの総合的な知識及び知識活用問題の筆記競技や実技競技の課題に

協働的に取り組み，科学や研究への興味・関心を深め，コミュニケーション能力を養う。 

日時  令和４年 11 月 19 日（土） 

場所  岐阜県総合教育センター 

対象  １，２年生の希望者 12 名（引率 本校教員２名） 

内容  筆記問題と実技問題をチームで協働して解答した。今回は１年生６人，２年生６人の計

２チームが参加した。数多くの高等学校が参加する中，１年生チームが３位，２年生チー

ムが５位という好成績を収めた。 

 

� 生徒に�る�イオサイエンス講座 
目的  本校の「生命科学セミナー」「ＳＳセミナー」を体験した生徒をＴＡとして，生命科

学セミナーの事前講義や生命科学の基礎実験講座を実施する。 

    新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対策のため，今年度の開催は中止とした。 

 

 

ＲＣＪ全国大会(京都府)東濃地区自然観察会(瑞浪市) 研究発表交流会(岐阜大学)
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� Web �nab�ed Ate�ier 

目的  研究機関や企業等で活躍する人物(探究者)と交流する機

会を作り,探究の姿勢を学ぶ。探究者の思いや考えに触れる

ことで,モチベーションや科学的リテラシーを向上させる。 

        内容 自己紹介，探究内容紹介，質疑応答，振り返り 

Cisco Webex meetings と Microsoft Teams,Jamboard を活用  

し，講師と生徒をつなぐ。 

【第１回】「宇宙飛行士選抜試験への挑戦」 

     （航空自衛隊技術幹部から教員へ） 

日 時  令和４年７月 15 日（金） 16:00～17:30 

講 師  舘 弘士氏（岐阜県教育委員会 教育総務課 ICT 教育推進室 課長補佐） 

場 所  本校物理実験室 

参加者  本校生徒の希望者,本校科学部生徒,県立高等学校希望生徒 32 名 

【第２回】「サイエンスコミュニケーションから見る私の過去・現在・未来」 

日 時  令和４年９月 16 日（金） 16:00～17:30 

講 師  安江 健一氏（富山大学 都市デザイン学部 地球システム科学科 准教授） 

場 所  本校物理実験室 

参加者  本校生徒の希望者,本校科学部生徒,県立高等学校希望生徒 33 名 

【第３回】「大学での学習とその社会応用について」 

（航空宇宙工学・航空機・ドローン・空飛ぶクルマ） 

日 時  令和４年 10 月 18 日（火） 16:00～17:30 

講 師  伊藤 優人氏（株式会社 SUBARU 航空宇宙カンパニー研究部 空力制御設計課） 

場 所  本校物理実験室 

参加者  本校生徒の希望者,本校科学部生徒,県立高等学校希望生徒 28 名 

【第４回】「天然記念物の魅力」 

日 時  令和４年 12 月９日（金） 16:00～17:30 

講 師  棚橋 寿至氏（岐阜県環境生活部 県民文化局 文化伝承課 記念物保護係） 

場 所  本校化学実験室 

参加者  本校生徒の希望者,本校科学部生徒,県立高等学校希望生徒 47 名 
 

（ア） ��の観� 

  ａ 野外実習や地域の研究機関と連携した実習を行うことにより，実験技術を習得できたか。 

ｂ 実験の分析・考察をとおして論理的思考力を高めることができたか。 

ｃ 科学を学ぶための探究的態度や技能を身に付けることができたか。 

ｄ 科学を広めるための表現力・コミュニケーション力を高めることができたか。 

（イ） ��の内容 

昨年度までの２年間は諸般の事情から，野外研修など実施できなかった事業もあったが，今年度

は３年ぶりに校外研修が実施でき，貴重な体験ができた。福井県立大学や福井県海浜自然センター，

核融合科学研究所の協力のもと，フィールドワーク，実習，実験，観察を行い，実物に触れて探究す

ることで，科学や技術への理解を深め，実験と観察の技術も高めることができた。 

実際に研究者と交流することで，研究職に就くためのキャリアパスなどを知ることができ，将来

への選択肢の幅を広げた。専門家の講義や実習に参加することで基礎知識や技術を学ぶことができ

た。地域の行事では，地域の中学生，保護者及び教員に対して，ＳＳＨ事業や課題研究の活動と成

果を広報することができた。特に中学生には，中学卒業後の進路の選択肢として，本校やＳＳＨ事

業に関わる活動ができる理数科を目指すかどうかを考える良い機会とすることができた。さらに研

究発表会や科学の甲子園に参加することをとおして，課題発見能力及び課題解決能力を育成すると

ともに，研究した内容について分かりやすく他者に伝えるためのコミュニケーション能力を養うこ

とができ，生徒自身が自らの研究活動に自信を持てる経験ができた。 
 
 
 
 

オンラインによる講演
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（４） �の�の��  
新聞�� 

令和４年度 岐阜県立恵那高等学校 
社

名 
中日新聞社 

日

時 

2022 年（令和４年） 

７月９日（土） 

社

名
岐阜新聞社

日

時

2022 年（令和４年） 

７月９日（土） 

表

題 

課題研究の成果発表 

恵那高理数科３年生 

表

題

トイレの「一歩前へ」は何センチ？ 

恵那高で理数科研究発表会 

内

容 

 
 

 

備

考 
中日新聞社許諾済 

備

考
岐阜新聞社許諾済 

 

 

 

社

名 
中日新聞社 

日

時 

2022 年（令和４年） 

11 月 10 日（木） 

社

名
岐阜新聞社

日

時

2023 年（令和５年） 

２月３日（金） 

表

題 

数学や物理，化学研究の成果発表 

恵那高理数科生 

表

題

英語で研究成果披露 

恵那高生，外国人講師招き講座 

内

容 

内

容

備

考 
中日新聞社許諾済 

備

考
岐阜新聞社許諾済 
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現状：生徒及び保護者等を

対象とするアンケートの分

析結果 

（学校評価アンケート） 

・地域における理系人材育成のために，本校ＳＳＨ事業が果たすべき役

割は大きい。本年度，理数科へ入学した１年生の過半数に当たる68.8%

はＳＳＨ指定校であったことを選択の理由としている。指定19年間で

継続，発展させてきた小・中学校との連携講座や広報，企業・研究所

との連携の成果であり，今後も科学技術系人材の育成を進めていく。

今年度の重点目標 

◇課題研究：問題発見能力と科学的探究力を育成する指導法の実践 

◇学校設定科目：論理的思考力と表現力を育成する指導法の実践と改善

◇探究型学習のパフォーマンス評価の方法の研究開発と試行 

重点目標を達成するための 

校内における組織体制 

・理数科部内にＳＳＨ実行委員会を置く。 

・ＳＳＨ実行委員会は各分掌,教科,学年との連携を調整する。 

目標の達成に必要な具体的な取組 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）課題研究の指導計画，方法の改善 
（２）学校設定科目の指導内容の改善 
（３）探究型学習活動を取り入れた授業と評価の改善

（１）生徒意識調査 
（２）連携先・保護者・教員へのアンケート 
（３）運営指導委員会による指導と評価 

取組状況・実践内容等 評価視点 

①課題研究：第１学年ではミニ課題研究を反復してテ

ーマ設定を行った。第２，第３学年では深めた探究を

まとめ，発表を行った。 
②ディベートと英語による表現の経験を積み重ね，三

角ロジックを元にした論理的思考力と表現力を身に

付け，使いこなす実践を行った。 
③探究型学習を繰り返し，主体的・協働的に問題を解決

する活動を行った。 

①課題研究により問題発見能力等が育成でき

た。 
②論理的思考育成プログラムにより論理的思

考力と表現力が育成できたか。 

③探究型学習の評価方法を開発し試行できた

か。 

成
果
・
課
題 

○課題研究：第１学年は問題発見を重視し主体的なテーマ設定を実践できた。第２学年では探究を

深めるための指導方法をこれまで以上に工夫し，成果を発信できた。第３学年は可能な限り外部

発表へ参加した。 
○オンラインを活用した新しい講座や指導ができるようになった。 
○研究開発を成果物にまとめる作業に着手し，卒業生との連携を開始した。 
○学校設定科目における論理的思考力の育成を課題研究の学習活動に関連付ける講座を試行した。

探究型学習が進路実現に与える効果 

・令和元年度卒業生は，国公立大学の推薦入試では 31 名が合格。 

・卒業生に占める推薦入試による合格率で岐阜，愛知，三重，静岡，長野の５県で１位となった。 

・名古屋大学への推薦入試を利用した合格者数（令和元年から過去３年間）は全国第４位である。 

・課題研究をとおして深く研究した理数科の生徒は平均 17 名がＡＯ入試や推薦入試で合格。 

・本校のＡＯ入試や推薦入試で合格する生徒の約 56％が理数科（ＳＳＨ主対象）の生徒である。 

・ＡＯ入試，推薦入試の合格者数は,県内の普通科高校の中でトップレベルを維持。合格率は１位。 

 

� ����������������� 

・校務分掌「探究部」を新設した。（第３年次より） 

探究型学習の一層の推進のために「探究部」を新設した。普通科の総合的な探究の時間と関連付

けを行い，双方の手法を校内で普及し合う体制を構築している。 

・研究開発は探究理数科部のＳＳＨ実行委員会を中心に推進・管理する。 
組 織 開 催 構  成 役     割 

ＳＳＨ運営指導委員会 年２回 
・専門の知識を有する研究者 

学識経験者（下表） 

・研究の運営指導 

ＳＳＨ推進委員会 毎月 

・校長，事務部長，教頭 

教務主任，進路指導主任 

生徒指導主任 

各学年主任 

各教科主任 

・本研究実施の中核となる組織として，研

究計画や予算の策定，各事業の検討と評

価，高大接続改善のための大学との協議，

研究機関及び地域との連携，安全管理 
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ＳＳＨ実行委員会 毎週 

・理数科主任，ＳＳＨ各事業担当

グループ代表，理数科ＨＲ担

任，関係教科代表 

・授業や体験活動等における本研究事業の

企画や運営，各担当グループの調整，評

価法の検討 

学校評議員会 年２回 
・地域代表,学識経験者，地域の民

間企業等の代表者 

・ＳＳＨ活動への助言，評価 

ＳＳＨ運営指導委員 

    氏 名 所 属・役 職 専門分野 

  末松 安晴  東京工業大学 栄誉教授 電子情報通信（本校同窓生）

 澤木 宣彦  愛知工業大学工学部 客員教授 半導体工学（本校同窓生） 

  永岡 賢一 自然科学研究機構 核融合科学研究所 教授 プラズマ科学 

齋藤 武士 信州大学理学部 教授 火山学 

  安藤 哲哉  千葉大学理学部 准教授 数学（本校同窓生） 

中村 琢 岐阜大学教育学部 准教授 理科教育 

三戸 洋之 銀河天文台クラブ 代表 天文学 

 

� ��の発信・�� 
（１）専用ホームページによる発信（全国，地域への発信） 

専用のホームページは本校のＳＳＨ事業の取組とその成果を全国へ発信するための中心的な方

法と位置付け，各事業を開催後，直ちに紹介している。学校から校外への配布物にはＳＳＨのホー

ムページへ直接アクセスできるＱＲコードを掲載し，閲覧を促すよう広報している。 

ＳＳＨの専用ホームページ作成については担当者を設け，実行委員会で打合せを行いながら，他

のＳＳＨ校等が必要な情報を検索しやすくするようにタブや情報の内容を検討し，掲載内容の検討

と改善を随時行っている。 

さらに令和２年度に学校のホームページをリニューアルした。スマートフォン等による閲覧が快

適なものとなるよう対応するとともに，ＳＳＨのホームページもリニューアルし，取組状況と開発

教材が検索，活用しやすくなるよう改善した。 

（２）研修会における発信（県内，地域への発信） 

地域や県単位の授業研究や講習会，中学校や地域の保護者の視察，外部会議を多く受け入れてい

る。その際は極力，課題研究やＳＳＨの学校設定科目がある日を指定し，必ず授業参観を行ってい

る。校外において本校教員が発表を行う場合は，極力探究型学習への取組事例を報告している。岐

阜県教育課程講習会においては，毎年本校参加者によるＳＳＨ事業の紹介及び探究学習の事例紹介

を実施している。 

（３）近隣小・中学校，高等学校への発信 

   上記に加え，地域の高等学校や中学校への研究成果の普及を試み，地元中学校で課題研究の発

表，県指定の理数教育フラッグシップハイスクール５校との合同課題研究発表会の実施，中学生の

自由研究発表の実施などをとおして，高校生の課題研究の質の向上や中学生の理科や数学への興

味・関心を高める試みを行った。 

令和３年度からは「理科実験講座」を実施して小・中学校の理科を担当する教員の理科実験に関

する知識・技能の向上に資する研修を実施している。また「課題研究公開授業」を実施し，本校が

長年培ってきた探究学習の指導方法を公開し，授業研究を行うことで，中学・高等学校の理科・数

学を担当する教員の指導力の向上に資する研修も計画している。 

また理数系の教員を目指す生徒を小・中学校などに派遣して行う「ミニ教育実習」も継続して実

施する。生徒がＳＳＨ事業で身に付けた探究のスキルを発揮し，小・中学生の指導を行う体験をと

おして，探究学習を指導できる教員に必要となる資質を身に付けさせることで，生徒の卒業後を見

据えた教育界への普及を目指していく。 

 

� 研��発���の������の研��発の��� 
新しい教育課程の中で，これまでのノウハウを生かす指導体系を再構築することが急務である。 
ＳＳＨ事業の主対象である理数科の教育課程は，基本的な教科科目の配置を踏襲しつつも，新教育課

程における新設科目や必履修科目の設定に伴い，学校設定科目スーパーサイエンスＬが実施できなくな
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った。今後は，総合的な探究の時間及び理数探究を代替する課題研究が理数科各学年次に１単位ずつ配

置されるのみである。 
しかし，Ⅴ期申請時の審査における指摘事項をみると，主体的なテーマ設定による課題研究への取組

は一定の評価を得ることができ，テーマ設定に至る指導方法と，学校設定科目スーパーサイエンスＬと

の連携による３年間の課題研究は，全国的に見ても独自といえる取組となった。これらの財産を生かし， 
理数科の課題研究の深化を柱に，問題発見能力と科学的思考力の育成を重視し，地域・社会と関わりな

がら探究を深化できる人材の育成と，地方都市から持続的に科学技術系人材を輩出できるシステムの開

発に工夫を凝らしていくことが課題である。 
 
１ 課題研究 
課題研究は，本校ＳＳＨ事業の柱となる活動である。課題研究のテーマ設定に当たり，全ての班が主

体的にテーマ設定を行うことができた。本校で特にテーマ設定や情報収集に時間を割いている成果が現

れており，日常生活に根差した課題や疑問点を研究テーマに設定する班も増加した。 
研究の指導では仮説・実験・考察の基本的手法についてグループ内で検討させ，進めることができた。

研究を進める際，生徒一人一人に研究ノートを作成させることや，見通しを持って研究に取り組めるよ

う１年間を３つのタームに分け，タームごとに達成すべきことを提示するようにした。生徒自身が短い

期間における研究スケジュールを作成し，実施，検討を繰り返しながら実践することで，従前の課題で

あったデータの収集量を増加させることができた。今後はこれらの指導方法を確立し，３年間をとおし

て研究の基本姿勢を育てるようにさらに検討を行っていく。 
今年度は，新型コロナ感染症対策が緩和の方向に向かった影響もあり，３年生が参加した外部発表が

オンラインによる発表だけでなく，現地へ参集して発表するものが見られた。社会の変化に対応して求

められる形式に沿った発表の方法を考え，実現できたことは，課題研究をとおして培った仲間と協働的

に問題解決に挑む実行力によるものであると考えられる。また，２年生においてはどちらの発表形式に

も対応できるように課題研究発表会の実施方法を改善した。昨年度の各教室でのプレゼンテーション発

表を土台としつつ，代表班のみ全校の前での参集型の発表を行った。どちらの発表形式も生徒が主体と

なって行われたことは，研究分野のみならずあらゆる問題を自身で発見し探究する問題発見能力やそれ

を解決するために必要な論理的思考力，実行力等が育まれていることを示す結果となった。今後は発表

内容の精度をより高め，科学的な知見を組み込んだ論理的思考による実験設計や，自身が設定したテー

マに対する正確な問題設定，解決方法の模索といった研究へのアプローチに関する改善を積極的に行

い，質の高い課題研究となるように改善を行っていく。 
また，通常授業において培った学力と課題研究の結びつきが弱いという指摘も受けており，通常授業

と課題研究が結び付けられる指導方法，内容を検討するとともに，学校設定科目で学ぶ論理的思考の方

法や身に付けた力が直接課題研究に生かせるような工夫が必要である。データの収集方法やデータを読

み解く力，結果について考察する力を高めるための工夫や，地域の課題や産業など目を向けたテーマ設

定，研究を行っていく。現状のテーマ設定では教科的な興味の中からテーマを選ぶ傾向が強いが，地域

をはじめとする実社会について学ぶ機会を設け，地域社会が抱える課題の解決に紐付くような取組が生

まれるような工夫が必要である。 
 

２ 学校設定科目「スーパーサイエンスＬ」 
論理的思考力の伸長を測る評価として，ルーブリックによる評価の試行を開始したが「身に付ける力」

の評価については検討を続け，誰もが指導できるようにするための各授業の指導案を作成する必要があ

る。今年度も毎時間の指導マニュアルを整備できたが，さらに詳細な指導案を作成する。同時に「課題

研究」及び「国際性の育成」に資する論理的思考力の伸長を測るルーブリックを作成し，運用する。同

様に，ディベートでは成果物を評価するルーブリックを作成し運用したが，ディベートをとおして身に

付けさせたい力をより明確化し，これを評価するルーブリックに改善する。論理的思考の育成と課題研

究における議論の深まり，質疑応答の質の向上といった「議論の深まり」を目標に，指導内容と方法を

検討する。 
なお，新教育課程への移行を機に，スーパーサイエンスＬは来年度以降実施できないこととなった。

これまでこの授業をとおして養ってきた力を，今後どのように育成するかが最も大きな課題である。通

常授業や課題研究，他の学校設定科目に，スーパーサイエンスＬの内容を取り入れていくことを考える。    
系統的な指導はできなくなるが，ここまで研究開発してきたノウハウをモジュール化するなど，工夫

していく。 
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３「スーパーサイエンスＲ：恵那探究塾」 
 校内外と関わりを持たせる本事業は，新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に大きく影響され

てきた。この中で，担当者の異動，事業の一時中止などにより，ノウハウの継承が危惧されたが，幸い

本年度から順次再開ができた事業も増え，新しい工夫や方法も取り入れながら実施ができた。 
新たな手法の中でもオンラインの利用は，講師の都合や開催場所の条件によって従来はできなかった

ような講演会が実施できる等の利点があった。海外で活躍する研究者や卒業生と連携し，国際性を育む

など活用に工夫の余地が大いにあるため，利点を生かした事業を考え実施していく必要がある。 
 スーパーサイエンスＲは，課題研究の取組への動機付けや，学んだ知識や考え方及び科学的思考力の

実践の場であり，主体的・協働的に問題を解決できる探究力を育成することを目指す。大学や研究施設，

地域や他校種との探究活動を通して，自然科学に対する興味・関心を喚起し，自ら探究したい問いを見

つけ，研究者や技術者を目指す進路意識や，社会と関わりを持ち主体的に学ぶ態度を養い，学んだ知識

や考え方を使うことができる探究力を向上し，アート思考によるクリエイティブな発想を育成できる事

業となるよう，個々の取組の連携を強める等，引き続き改善を図る。 
 
４ 地域・他校種へ成果を普及する探究学習支援システムの構築 
小・中学校の理科を担当する教員の理科実験に関する知識・技能の向上に資する「理科実験講座」や

理数系の教員を目指す生徒を小・中学校などに派遣して行う「ミニ教育実習」も継続して実施していく

とともに，「課題研究公開授業」を実施し，本校が長年培ってきた探究学習の指導方法を公開し，授業

研究を行うことで，中学・高等学校の理科・数学を担当する教員の指導力の向上に資する研修が実施で

きるよう体制を整えていく。 
 

�関�資� 
��１ ＳＳＨ�������の�� 
 

第１回 令和４年１１月 7日（水） 

協議題：経過措置期間（２年）の取組及びその後のＳＳＨ事業への取組について 

 

〇Ⅴ期案に「地方都市から持続的に」という文言

があるが，地方都市とか都会という区分はいら

ない。「高校生の力を伸ばす教育をしているの

だ」ということが重要だ。 
〇課題研究は，研究とはいえ高校生の研究だから

これで完結するわけではない。基礎学力が身に

付く。大学へ行って伸びる。そこを明言して欲

しい。生徒は恵那高校時代に素晴らしい助走を

している。模範的なＳＳＨ事業であり，是非と

も継続すべきである。 
〇３年振りの，対面での課題研究発表会に参加し

たが，熱意が伝わってきた。数学班の発表タイ

トルにある「素晴らしさ」という表現からは研

究の喜び，感動が伝わってきた。このような，

研究をした時の喜びが大切。イシクラゲや水滴

などの代表班の発表も素晴らしい研究だった。

このような生徒を育てている恵那高等学校の

ＳＳＨ事業をここでやめるという選択肢はな

い。未来永劫，発展させていけるとよい。 
〇３年間でどういう人材を育てるか，今一度はっ

きりさせるべき。Ⅴ期案では，地域と国際がう

まく結びつけられていなかった。国際的な活躍

が重要なはず。生徒の育成のためにも予算も取

ってくるよう頑張るべき。 
〇理数系への進学実績を再度分析してはどうか。 

〇初めて参加したが素晴らしい発表ばかりで感

動した。指導力の賜物であると感じた。ＳＳＨ

をやめるのはもったいない。継続できるよう，

模索するために協力したい。 
〇Ⅳ期の中間評価の良さに比べ，Ⅴ期ヒアリング

の指摘事項の差に違和感がある。岐阜県教育委

員会も指摘のコメントに対して一致団結して

しっかり対応・改善するべき。 
〇まずⅣ期まで続いたことが素晴らしい。実績・

経験が今日の発表会につながっている。もっと

自信を待っていただきたい。 
〇８月の生徒発表会の審査に行ったが，岐阜県の

ＳＳＨ校が恵那高等学校１校しかなく寂しい。

このまま指定校をなくしてしまうのか。 
〇少子化がこの地域の問題。学力変化の実感はあ

る。ＳＳＨへの取組も，進学してくる中学生の

状態による。そこをどうするか。小規模化して

も学力が下がるわけではないが，生徒の質は変

化してきている。 
〇単位制は，進学ということで考えると恵那高等

学校には向かないのでは。進学実績については

分析と対策が必要。長年関わっているが，学力

や進学実績，首都圏への進学は長い目で見ると

低迷気味であろう。ＳＳＨの看板は進学実績に

対してもプラスに働くはずである。 
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〇１９年間の取り組みの継続には賛成。Ⅴ期採択

校は，育てたい人物像が明確でかつ意欲的な目

玉企画がある。近隣の高等学校や中学生や教員

にとってのメリットは何か。本校のアピールは

他の高等学校と被る部分が多い。例えば小・中

・高でポスター交流している事例などがある。 
〇ＳＳＨで生徒にとってメリットのあることは，

教員にとっても，探究型の授業，教科横断的取

組，ＳＴＥＡＭ教育などメリットがある。その

ノウハウ等を他校へアピールできる取組を強

調してはどうか。 

〇課題研究発表会を見ていてもレベルが高くな

ったと感じる。是非ＳＳＨ事業を続けるべき。 
〇育てたい人物の将来像とは，１つの形に収まら

ない。多種多様でそれぞれの得意なことのエキ

スパートを育成すること。役割に対して自信を

持って取り組む個別最適という考え方。そして

チームとして研究を進め，お互いをリスペクト

する態度を育成するなど，人格教育も研究教

育。１人で取り組んでいるが，グループとして

研究するスタイルを育てることが大切。 
 

 

第２回 令和５年２月 

協議題：Ⅴ期の申請に向けた取組の重点と現在の事業の改善について 

 

〇最初に高校で学ぶ目的に戻って考えてみたい。

多くの高校生にとっては様々な高校教育の目

標の中で人間としての力の源泉となる，学力や

体力，自発性や社会性，就中，学びを全うさせ

るために進む大学進学を果たす為に必要な基

礎学力を十分に身につけなければならないと

云う前提がある。後者の大学進学で実績を挙げ

なければ，中学から進んでくる優れた後続の就

学者が絶たれ，折角のＳＳＨ教育も実のある成

果が挙げられなくなる。こうした背景から，Ｓ

ＳＨで実施する独自の科学教育は，他方では確

りした大学進学のための基礎学力向上の教育

を両立させて進めなければならないであろう。 

このような教育環境を考え合わせると，別途，

大学進学に向けた基礎学力獲得の教育と並列

して行なわれるＳＳＨ活動には時間的に過大

な要請はしづらい。そうした中で，恵那高では，

自分で考えて行動できる積極的な人材の卵を

育成する柱として，自発研究の環境を整えて指

導し，90％以上の研究班が主体的にテーマを設

定することに成功するという大きな成果を挙

げてきた。こうした自発研究の企画では，高校

生の集団という環境にあって，研究の水準が高

い必要はなく，自主的に行動するという活動自

体が高く評価される。この自発研究は，我が国

では弱いとされる，考える力を引き出す教育と

云う意味合いで，恵那高の普通科に縮小した形

で実施するための連携をしても良いのではな

いでしょうか。また，この自発研究の実施は，

基礎学力の充実のために，３年次の夏休み前に

終了させるのが望ましい。今後も過大で煩雑な

企画は控え，実績を上げてきた自発研究を地道

に進めると共に，現に行なって成果を挙げた自

発研究を進める仕組みを取りまとめ，他校で参

考にして実施できるような記録にまとめるの

は大いに意義があろう。他に，多くの企画があ

るようだが，多面的に突っ込みすぎると本ＳＳ

Ｈの特徴がぼけ，重点化できにくくなるように

思われる。また，探究学習を支える基金の創設

準備や卒業生が運営する人材バンクの構築な

どは大いに進めたい活動であろう。さらに，地

域との連携については，研究成果の発表会を公

開するなどに止めては如何か。 

〇西欧で発展した近代科学の思考形態は日本語

より英語の方が適していることは明らか。その

意味では英語によるディベートや論文発表は

大きな助けになるに違いない。先の申請では

「地域」と「国際」が交錯し主張すべき点が曖

昧になった感じがぬぐえない。科学技術振興機

構が国プロジェクトとして狙っているのは「国

際的に活躍できる人材」。企業人として他国の

特定地域に入って活躍できる人は「その地域の

人と協働できる者」「他民族が居住する地域（歴

史・文化を含めて）を理解できる人」（あるい

はその心構えのある人）が求められている。そ

の基礎は，自分の生活しているところ（日本，

岐阜県，あるいは恵那）を深く理解することに

ある。先ずは地域に密着した課題研究を幾つか

のチームが実施し「世界の中の恵那」の観点で

他地域との類似点・相違点を分析するなどした

研究結果を発表会の場を通じて全校生徒が共

有することで国際的に活躍できる心構えが涵

養できるように思う。 

〇「課題研究」において，「教員側からあえてテ

ーマを与えない」ことによって，自由な発想で

個性的なテーマ選択がなされ，目標に向かって

頭と体を動かしてチャレンジする体験が，多感

な青春時代の自己形成に大いに役立っている

と感じる。その結果が大学入試における推薦入

試の合格者数に端的に表れている。一方で，課

題研究の実施に当たって，「高校生としての知

識」が十分に使われているか（「高校生らしい

研究」になっているか）という点について，疑

問を感ずることが多々ある。課題によっては，
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数学・物理・化学などの関連科目で学習してい

るはずの知識（公式・公理・原理など）を総動

員して論理的に分析・解析できる可能性がまだ

残されているように感じた。科学的な探求の方

法には，古代から行われてきた実験事実の積み

重ねによる方法と近代以降に確立された公理・

法則を頼りに解析する手法とがあり，いずれに

しても確固たるデータの積み上げを根拠に，関

連事項をも参照しながら，全方位的・論理的に

考察を加える手法が定着している。現状のテー

マでは，実験事実を積み上げながら前者に近い

手法で論理を形成することにより一層の深化

が図られると思う。 

〇教育委員会が中心になって，恵那高校の探究学

習のノウハウを県下の他校へ展開する具体的

なプログラムを実施すること重要になる。例え

ば，県下の理科教員が恵那高校の教育現場に毎

月入って一緒に生徒の教育に当たるなど，教員

が緩急学習の指導実績を積むためのプログラ

ムを実施する計画などを具体的に示すことが

重要になる。現在最も教育実績を積んでいる恵

那高校のノウハウを県下他校へ波及させるこ

とをアピールの中心に据えることが重要にな

ると思う。 

以上を踏まえて， 

１．育てたい人物像を明確にし，そのために行

ってきた教育プログラムを示す。 

２．実践した教育プログラムがきちんと機能し

てきたエビデンスを示す。 

３．Ｖ期で実施する他校への探究学習のノウハ

ウを展開する方法・プログラムを構築する。 

２が難しいところ。生徒の進学実績などは，生

徒が努力したエビデンスにはなるが，恵那高校

がＳＳＨプログラムとして実施した教育プロ

グラムの成果のエビデンスと見られない。入学

時のデータ，１年生終了時，２年生終了時，卒

業時の生徒の成長過程が実際に実施したプロ

グラムの目的通りかということを示すデータ

がいい。３は教育委員会と恵那高校を中心に他

校の教員も含めて岐阜県下で取り組むプログ

ラムを作るのはいかがか。 

〇岐阜でⅣ期まで継続してきたこと，多くの卒業

生を送り出してきたことに自信を持ってよい。

そもそも事業を継続し，かつ毎年改良すること

で事業を発展させ，理数系だけでなく普通科の

多くの生徒たちに科学の面白さ，有用性などを

伝えてきた（伝えている）ことこそが重要だと

考えている。科学に触れる機会を提供するこ

と，探究を通して受動的に学ぶだけでなく能動

的に調べ，実験し，目的に向かって前進するこ

と，そのためのサポートをし，優秀な生徒には

さらに踏み込むチャンスを与え，そうではない

生徒にも科学の面白さや自分で取り組むこと

の大切さを伝えてきたこと，それこそが恵那高

のＳＳＨの成果ではないか。今からやります，

ではなく，これまでⅣ期にわたって継続してや

ってきたノウハウを蓄積し，実際に多様な興味

と能力を有する生徒を導いてきた，ということ

がアピールポイントになる。その上で，国際的

な取り組み，地域に根差した取り組み，最先端

の施設や研究者との交流（訪問）など，これま

で恵那高が積み重ねてきた実績をさらに発展

させていけば，よりよい取り組みになる。 

〇課題研究について，地域の課題解決に繋がる工

夫とあるが，是非取り組んで欲しい。日本全体

が人口減や産業活動の低下などで縮小してい

く中，恵那高だけですべてを行うのはどんどん

難しくなっていく（大学も同様）。地域の人々，

地域の企業との連携は必須で，それは恵那高に

とってプラスになるだけでなく，高校を取り巻

く地域社会全体にとってもプラスになる。コロ

ナ禍で急速に進歩したオンライン技術を積極

的に用いれば，効率的に様々な人と連絡・交流

ができる。是非積極的な情報発信をしていただ

きたい。もしかすると，近くに大きな可能性を

持った相手がいて，単に恵那高でそんな取り組

みをしていることを知らないだけ，あるいは自

分たちとは関係ないと思っているだけかも知

れない。恵那高の発表会をもっとオープンにし

て，地域の人，あるいは企業にも連絡して見て

もらえばチャンスが広がる，あるいは中学生に

も見てもらい，恵那高への進学意欲を高めても

らうこともあり。 

〇３年制の高校では高校１年の段階での基礎学

力の完成度が高くないと，課題を探すための基

礎知識自体が不足していて，難しい点も多い。

その点，大学附属校など大学との連携がとりや

すい学校は良好に見える。現在ＳＳＨ校に採択

されている高校は，進学校が中心になってきて

いるようなので，重点大学などへの進学実績も

査定されているように思われる。科学オリンピ

ックへの参加率も見られているかも知れない。

ＳＳＨは大学（院）で先端的な研究を行う人材

の育成を目指している部分も大きいので，進学

実績は最も大切であろう。 

〇恵那高校での過去のＳＳＨの効果は，運動系の

部活動から課題研究の方に活動時間をシフト

させたことによる部分も大きかったと思う。中

学受験を経験した生徒と高校受験だけの生徒

の間には，学力格差が長期間残ってしまうた

め，そこを埋める努力が必要。単位制の是非は

数年しないと判断できないが，恵那高校がある

岐阜県の東濃地方には進学校が少ないため，理

数科で文系志望の生徒を受け入れようとする
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と，数学・理科の負担を軽くする必要があるの

は現実であろう。他所のＳＳＨ校では，ＳＳＨ

コース，理系コース，文系コースにコース分け

している学校もあるようだ。 

〇恵那高校はこれまで 19 年にわたりＳＳＨの指

定を受け続けるなど，ＳＳＨ指定校の中核的存

在として，県内はもとより日本全国の理数教育

・科学教育の先進校に対し地方型の研究校とし

て確固たる存在感を示してきた。教育研究を進

められ開発された多くの取り組みを整理し，そ

の有効性を定量的に示すとともに，パッケージ

として開発し普及していくためには，ＳＳＨの

Ⅴ期目として「先導的改革型」の指定を目指し

て申請することが必要であると思う。 

〇この先導的改革型は要求されるレベルが高く，

厳しいものと思う。ＳＳＨ事業の取り組みとそ

の効果が，本校や本校の生徒に限定されること

のないように，他校への普及にも意識する必要

がある。課題研究の取り組みは，多くのＳＳＨ

校が 20 年も前から研究の柱にするなど，研究

開発課題を実証するフィールドの定番になっ

ている。生徒による課題研究テーマの設定は重

要ではあり，文科省もその必要性を指摘すると

ころではあるが，多くの学校がそのような要素

を組み込んでいくことが予想され，テーマ設定

だけでオリジナリティを主張するには弱い。今

日的な話題でいえば，課題研究を通して生徒を

どのように教育するかを分かりやすくまとめ

ること，段階的な課題研究の指導法をまとめ

て，他校も利用できるようにすること，現行の

学習指導要領に伴う指導と評価の一体化とし

て，課題研究などの探究活動を評価する手法を

まとめること，ＳＴＥＡＭ教育など文脈ベース

の教科横断型授業への発展させることなどが

考えられる。特にＳＴＥＡＭ教育は次の学習指

導要領においてもトレンドとなりうるテーマ

であり，これまでの課題研究の指導が活かせる

と考える。 

〇「主体的なテーマ設定」の伸びから見るように，

すでに十分な成果が得られている。さらに深化

を進めるためには，この一点を掘り進めること

を目指すより，その周辺を掘り進めることにも

注力してみてはいかがか。各教科月一回程度

で，探究活動と通常授業をつなげるような「接

続授業」を行ってみてはいかがか。全教科を合

わせると，週一回の授業と同程度量になる。課

題研究では，身の回りで起きていることをテー

マとすることが多くある。例えば，接続授業で，

最先端，最新の情報を授業テーマとしたものを

取り上げ，そこから研究テーマの種となる情報

を得られるようにしてみてはどうか。 

〇「協働的に探究できる人材の育成」に賛同する。

研究活動には様々な要素があり，その中で各人

の得意分野は異なる。各人の個性を伸張させ，

自分の得意分野を認識させた上で，他者を理解

させ，各人の力を合わせることで，研究が大き

く進展するのではないか。グループ内での個人

の役割をはっきりさせるために，スキル経験値

というものを考える。各人は，ひとつの研究テ

ーマ，あるいは研究期間毎に，グループ内で果

たした役割に応じたスキル経験値が得られる。

「テーマ設定」，「計画立案」，「文献調査」，

「取材」，「情報処理」など，何種類かのスキ

ル経験値を用意する。研究を繰り返す中で，各

人はスキル経験値がたまる。ひとつのスキルを

極めるのも，総合的に高めるのも各人の自由。

他グループのスキル経験値を得ることも可能

にすれば，グループ間の交流が深まる可能性も

考えられる。生徒はゲーム感覚を持ちながら，

研究活動を進めることができるため，研究への

モチベーション向上が狙える。 

〇外国の科学に関心ある高校生との交流や発表

会を検討してみてはいかがか。英語を母国語と

する生徒を相手とするよりも，上の例のよう

に，お互いが苦労しながら英語で話し合う状況

の方が，お互いが萎縮することも少なく，公平

な交流ができていいのかも知れない。実際の相

手として，岐阜県と交流のある国の高校生を検

討してみてはいかがか。調べたところ，岐阜県

はリトアニア，フランス，モロッコ，中国，ベ

トナム，ドイツなどと，交流を進めているよう

である。これらの国の高校生を対象とすること

で，県からの人的，予算的な援助が得られれば，

計画は効率的に進むはずで，実現性をより高く

できるかも知れない。Ⅴ期が採択され，それが

終了した後は，予算の確保が重要事項と考え

る。上述のように県と交流のある国の高校と交

流を続けることで，県の国際交流予算などから

の補助が継続的に得られるのではないか。ま

た，県内には国際的な販路拡大や，国際的技術

協力を目指す企業があるはず。それらの企業に

対して，恵那高校の国際交流がそのきっかけを

与える可能性があるので，そういった企業から

の支援が得られるかも知れない。これらの点か

ら，Ⅴ期の重要目標に国際交流を挙げるのはい

かがか。 
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（１）課題研究（第１学年）における主体的に設定されたテーマ数の推移（Ⅲ期からⅣ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２学年における早期の外部発表に参加した研究班の数 

   平成29年度（第１年次）の例 

    ①第28回物理教育に関するシンポジウム 

口頭発表：「ポーカーの必勝法」「翼果について」（理数科２年生７名） 

    ②中津川市立福岡中学校出前授業 

     口頭発表：「ポーカーの必勝法」「翼果について」（理数科２年生７名） 

           → 第３学年（�年度）において第19回日本数学コンクール��賞 �賞受賞 

   平成30年度（第２年次）の例 

    ①全国理数科教育研究大会 

ポスター発表：「くす玉の紙片の条件と落下の仕方」「オオキンケイギクに効く除草剤」 

       「メダカの体の色を変える」（理数科２年生11名） 

    ②中津川市立福岡中学校出前授業 

     口頭発表：「オオキンケイギクに効く除草剤」「香りの持続性について」（理数科２年生８名） 

   令和元年度（第３年次）の例 

    ①ＳＳＨ東海フェスタ2019 

     ポスター発表「線形計画法」「砂山の高さを決めている条件は何か」「タンニンの可能性」 

「塩害に打ち勝つ」（理数科２年生16名） 

    ②日本水産学会秋季大会 ポスター発表「グリーンヒドラの生態」（理数科２年生４名） 

   令和４年度（経過措置第１年次）の例 

    ①岐阜県自然科学系部活動研究発表交流会 

口頭発表，ポスター発表：「イシクラゲの活用」（理数科２年生１名・普通科１年生２名） 

    ②ＥＳＳＨサイエンスパーク 口頭発表：「イシクラゲの有効活用」（理数科２年生１名） 

    ③サイエンスパーク 口頭発表：「コーンスープ缶の粒の取り出し方」（理数科２年生３名） 

 

（３）スーパーサイエンスＬ（第２学年：英語プレゼンテーションを活用した活動）の成果 

   平成29年度（第１年次） 

    ・スーパーサイエンスハイスクール東海フェスタ2017 

     口頭発表（英語部門）優秀賞「アロエの効能の実用化に向けた検証」 

   平成30年度（第２年次） 

    ①スーパーサイエンスハイスクール東海フェスタ2018 

     口頭発表（英語部門）優秀賞「砂山の高さを決めているものは何か」（２年連続）（本校初） 

     パネルセッション賞も同時受賞（本校初） 

    ②The 3rd Gifu Prefectural High School Student's English Presentation Contest 

     口頭発表 最優秀賞「くす玉の紙片と落下の仕方の関係」 

 

（４）日本学生科学賞への出品（本校初）（平成29年度 第１年次） 

    岐阜県児童生徒科学作品展 最優秀賞「無尾翼機の安定性について」（理数科３年生） 
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（５）スーパーサイエンスＬ（第１学年：ディベート学習）における生徒意識調査 
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（６）スーパーサイエンスＬ（第２学年：英語プレゼンテーションの活用）における生徒意識調査 

     英語プレゼンテーションの学習前        英語プレゼンテーションの学習後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）コンクール等の参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）理数科出願率 

 

 

経措
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

21リプンラグ学化
日本生物学オリンピック 10 9 6 15 21 3

3クッピンリオ学地本日
42 初賞学科生学本日

9131851753ンパャジアニュジプッカボロ
科学の甲子園・岐阜県予選 6 11 12 12 12 12 12 12

232223数加参会学
022272717131数人加参会学

科学技術系コンテスト等参加数 11 12 13 25 23 23 12 13 35
71855187746数賞入表発部外

Ⅲ期
参加数

Ⅳ期

H29 H30 R1 R2 R3

1.03 1.26 1.49 1.41 1.24
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日 曜 SSL 課題研究 日 曜 SSL 課題研究

12 火 PC室オリエンテーション&期首アンケート ＳＳＨガイダンス 13 水

19 火 講義「論理的思考」 科学史 20 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

26 火 ディベート１　ピンポンディベート1-1 探究基礎講座１－① 27 水

3 火 4 水

10 火 11 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

17 火 ディベート２　ピンポンディベート1-2 探究基礎講座１－② 18 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

24 火 ディベート３　理由と具体例 探究基礎講座１－③ 25 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

31 火 1 水

7 火 ディベート４　アタックの練習 探究基礎講座２－① 8 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

14 火 ディベート５　立論１ 探究基礎講座２－② 15 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

21 火 ディベート６　1VS1　１ 探究基礎講座２－③ 22 水

28 火 ディベート７　1VS1　２ 29 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

5 火 ディベート８　立論２ ３年生研究発表会　見学 6 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

12 火 ＳＳセミナー説明 ２年生課題研究　授業見学 13 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

19 火 20 水

８

月 30  火  ディベート９　１ｖｓ１　３  自由研究発表会 24 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

6 火 31 水 サイエンスリサーチⅡ サイエンスリサーチⅡ

13 火 ディベート１０　１ｖｓ１　４ 自由研究発表会 7 水

20 火 ディベート１１　ジャッジ 論文検索活用講座 14 水 発表準備 サイエンスリサーチⅡ

27 火 21 水 発表準備 サイエンスリサーチⅡ

4 火 ディベート１２　立論３ 数学発見① 28 水

11 火 ディベート１３　立論４ 数学発見② 5 水

18 火 ディベート１４　１ｖｓ１　５ 数学発見③ 12 水

25 火 19 水

1 火 ディベート１５　サマリー 数学発見④ 26 水

8 火 ディベート１６　サマリー 数学発見⑤ 2 水

15 水 9 水

22 火 16 水

29 火 23 水

6 火 ディベート１７　立論５ テーマ設定　1 30 水

13 火 ディベート１８　予選１ テーマ設定　２ 7 水 発表会リフレクション 研究計画

20 火 ディベート１９　予選２ テーマ設定　３　（発表会） 14 水 英語プレゼン　１ サイエンスリサーチⅡ

10 火 ディベート２０　準決勝 サイエンスリサーチⅠ　１ 21 水 英語プレゼン　２ サイエンスリサーチⅡ

17 火 ディベート２１　決勝 サイエンスリサーチⅠ　２ 11 水 英語プレゼン　３ サイエンスリサーチⅡ

24 火 論理的思考　まとめ サイエンスリサーチⅠ　３ 18 水 英語プレゼン　４ サイエンスリサーチⅡ

31 火 統計学講座１ サイエンスリサーチⅠ　４ 25 水 英語プレゼン　５ サイエンスリサーチⅡ

7 火 統計学講座２ サイエンスリサーチⅠ　５ 1 水

14 火 統計学講座３ サイエンスリサーチⅠ　６ 8 水 サイエンスダイアログ　リフレクション 研究計画

21 火 15 水 サイエンスリサーチⅢ　ガイダンス 研究計画

28 火 22 水

27～29 SSセミナー

7
月

城陵祭

代休

８
月

10
月

科内発表準備

科内発表準備

11
月

＜科内発表会＞

球技大会 科内発表準備

考　査

発表準備

課題研究発表会　見学 発表準備

勤労感謝の日
11
月

＜課題研究発表会＞

７
月

ＳＳセミナープレレクチャー

９
月

中学生一日入学（サイエンスパーク）

１年 ２年

４
月

４
月

ガイダンス＋研究

身体測定

９
月

考　査

10
月

考　査

５
月

６
月

憲法記念日

５
月

みどりの日

考　査 代休

修学旅行

開講記念講演（末松先生）

6
月

12
月

勤労感謝の日

発表会リフレクション

１
月

２
月

サイエンスダイアログ

サイエンスリサーチⅠ助言指導

１
月

２
月

サイエンスリサーチⅠ　発表会

12
月

考　査
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第１学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※は学校設定科目（中京学院大学との高大連携科目。放課後開講で希望制，卒業に必要な履修単位には含めない）。選択の場合は※か

ら１年間に１科目のみ選択。 

△，▲，●から各１科目選択履修。③，④は継続履修を表す。  

普通科：〇，□，■から各１科目選択履修。□■の同一科目の選択は不可。 

◎から５単位分選択履修(「数学Ⅲ5」または「数学Ⅱ3」＋「数学探究 2・英語探究 2・スポーツ総合 2」から１科目選択履修） 

地理歴史「ふるさと探究」について２年次で選択した場合は３年次では選択することはできない。 

「数学Ⅰ」を履修後に「数学Ⅱ」を履修。「数学Ｂ」について２年次で選択した場合は３年次では選択することはできない。 

「化学基礎」を履修後に[化学」を履修。 

「音楽Ⅱ」「美術Ⅱ」は１年次で「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」をそれぞれ履修した者のみ選択。 

「音楽Ⅱ」について３年次では２年次で選択した場合は選択することはできない。 

理数科：○から４単位選択履修（「理数物理 4」，「理数生物 4」，「化学基礎探究 2」＋「物理基礎探究 2 または生物基礎探究 2」か

らの選択履修） 

理数数学Ⅰを履修後に理数数学Ⅱを履修。 
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第２学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※は学校設定科目（中京学院大学との高大連携科目。放課後開講で希望制，卒業に必要な履修単位には含めない）。選択の場合は※か

ら１年間に１科目のみ選択。 

＊，●，◎，▲から各１科目選択履修。③，④は継続履修を表す。 

地理歴史はＡ・Ｂのいずれかで世界史を選択必修，日本史・地理から一方を選択。 

普通科：□から２科目選択履修。△から「物理基礎＋物理」，「生物基礎＋生物」の組合せのどちらかを選択し，期間履修を行う。 

１年生は数学Ⅰを履修後に数学Ⅱを履修。２年生理系は数Ⅱを履修後に数学Ⅲを履修。 

３年文系選択科目の音楽Ⅱ・美術Ⅱは，１年次で音楽Ⅰ・美術Ⅰをそれぞれ履修した者のみ選択。 

理数科：□から各１科目選択履修。△から３単位選択（物理基礎探究・生物基礎探究から１科目選択＋化学基礎探究の計３単位）。 

１年生は理数数学Ⅰを履修後に理数数学Ⅱ及び理数数学特論を履修。  
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第３学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※は学校設定科目（中京学院大学との高大連携科目。放課後開講で希望制，卒業に必要な履修単位には含めない）。選択の場合は※か

ら１年間に１科目のみ選択。 

社会はＡ・Ｂのいずれかで世界史を選択必修，日本史・地理から一方を選択。 

＊，●，◎，▲から各１科目選択履修。③，④は継続履修を表す。 

普通科：□から２科目選択履修。△から「物理基礎＋物理」，「生物基礎＋生物」の組合せのどちらかを選択し，期間履修を行う。 

１年生は数学Ⅰを履修後に数学Ⅱを履修。２年生理系は数Ⅱを履修後に数学Ⅲを履修。 

３年文系選択科目の音楽Ⅱ・美術Ⅱは，１年次で音楽Ⅰ・美術Ⅰをそれぞれ履修した者のみ選択。 

理数科：□から１科目選択履修。△から３単位選択（物理基礎探究・生物基礎探究から１科目選択＋化学基礎探究の計３単位）。 

１年生は理数数学Ⅰを履修後に理数数学Ⅱ及び理数数学特論を履修。 
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